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(57)【要約】
【課題】状態／モード遷移のための方法および装置の提
供。
【解決手段】ユーザ機器上で状態またはモードを遷移さ
せる方法であって、ネットワーク要素において遷移指示
を受信することと、該ユーザ機器に対する無線リソース
プロファイルをチェックすることと、該受信された遷移
指示および該無線リソースプロファイルに基づいて、該
ネットワーク要素において遷移決定を行うこととを包含
する。上記遷移指示は、ユーザ機器についてのアプリケ
ーションからのメッセージであって、上記メッセージは
、該アプリケーションがデータの交換を終了したことを
指示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本願明細書に記載された発明。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、ユーザ機器（ＵＥ）または他のワイヤレスあるいはモバイルデバイ
スと、ワイヤレスネットワークとの間の無線リソース制御に関し、具体的には、例えば、
Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ（ＵＭＴＳ）ネットワーク等の、ワイヤレスネットワークにおいて、動作の状態および
モードの間で遷移するステップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ（ＵＭＴＳ）は、テキスト、デジタル化音声、ビデオ、およびマルチメディアの伝送
用の広帯域でパケットベースのシステムである。それは、第３世代の基準に高度に同意し
ており、概して、広帯域符号分割多重アクセス（Ｗ－ＣＤＭＡ）に基づく。
【０００３】
　ＵＭＴＳネットワークでは、プロトコルスタックの無線リソース制御（ＲＲＣ）部が、
ＵＥとＵＴＲＡＮとの間の無線リソースの割当、構成、および解放に関与している。この
ＲＲＣプロトコルは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１仕様書で詳細に説明されている。Ｕ
Ｅがとり得る２つの基本モードは、「アイドルモード」および「ＵＴＲＡ　ＲＲＣ接続モ
ード」（または単に、本明細書で使用されるような「接続モード」）として定義される。
ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ地上波無線アクセスを表す。アイドルモードでは、ＵＥまたは他の
モバイルデバイスは、任意のユーザデータを送信したいときはいつでも、または、ＵＴＲ
ＡＮあるいはサービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）サポートノード（ＳＧＳ
Ｎ）ページといった、ページに応じて、プッシュサーバ等の外部データネットワークから
データを受信したいときはいつでも、ＲＲＣ接続を要求する必要がある。アイドルモード
および接続モードの動作は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）仕様書
ＴＳ　２５．３０４およびＴＳ　２５．３３１で詳細に説明されている。
【０００４】
　ＵＴＲＡ　ＲＲＣ接続モードであるときに、デバイスは、４つの状態のうちの１つとな
り得る。これらは、以下の通りである。
ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ：データを交換するように、この状態ではアップリンクおよびダウンリ
ンクで専用チャネルがＵＥに割り当てられる。ＵＥは、３ＧＰＰ　２５．３３１で概説さ
れるようなアクションを行わなければならない。
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ：この状態では、いずれの専用チャネルもユーザ機器に割り当てられ
ない。その代わり、少量の集中的データを交換するために共通チャネルが使用される。Ｕ
Ｅは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３０４で定義されるようなセル選択過程を含む、３ＧＰＰ
　２５．３３１で概説されるようなアクションを行わなければならない。
ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ：ＵＥは、ページングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ）を介して同報
通信メッセージおよびページを監視するために、不連続受信（ＤＲＸ）を使用する。いず
れのアップリンク活動も可能ではない。ＵＥは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３０４で定義さ
れるようなセル選択過程を含む、３ＧＰＰ　２５．３３１で概説されるようなアクション
を行わなければならない。ＵＥは、セル再選択後に、セル更新手順を行わなければならな
い。
ＵＲＡ＿ＰＣＨ：ＵＥは、ページングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ）を介して同報通
信メッセージおよびページを監視するために、不連続受信（ＤＲＸ）を使用する。いずれ
のアップリンク活動も可能ではない。ＵＥは、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３０４で定義され
るようなセル選択過程を含む、３ＧＰＰ　２５．３３１で概説されるようなアクションを
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行わなければならない。この状態は、ＵＲＡ更新手順がＵＴＲＡＮ登録エリア（ＵＲＡ）
の再選択を介してのみ誘起されることを除いて、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨと同様である。
【０００５】
　アイドルモードから接続モードへの遷移、およびその逆は、ＵＴＲＡＮによって制御さ
れる。アイドルモードＵＥがＲＲＣ接続を要求すると、ネットワークは、ＵＥをＣＥＬＬ
＿ＤＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にするかどうかを決定する。ＵＥがＲＲＣ接続モ
ードであるときは、この場合もやはり、ＲＲＣ接続を解放するときを決定するのはネット
ワークである。ネットワークはまた、接続を解放する前に、または場合によっては接続を
解放する代わりに、ＵＥを１つのＲＲＣ状態から別のＲＲＣ状態にしてもよい。状態遷移
は、典型的には、ＵＥとネットワークとの間のデータ活動または非活動によって誘起され
る。ネットワークは、ＵＥが所与のアプリケーションのためのデータ交換を完了したとき
を知らない場合があるため、典型的には、ＵＥを往復するさらなるデータを見込んで、し
ばらくの間ＲＣＣ接続を保つ。これは、典型的には、呼設定および後続の無線リソース設
定の待ち時間を削減するように行われる。ＲＲＣ接続解放メッセージは、ＵＴＲＡＮのみ
によって送信することができる。このメッセージは、ＵＥとＵＴＲＡＮとの間の信号リン
ク接続および全ての無線リソースを解放する。概して、「無線ベアラ」という用語は、Ｕ
ＥとＵＴＲＡＮとの間で割り当てられる無線リソースを指す。そして、「無線アクセスベ
アラ」とは、概して、ＵＥと、例えばＳＧＳＮ（サービングＧＰＲＳサービスノード）と
の間で割り当てられる無線リソースを指す。本開示は、時折、無線リソースという用語を
指すものであり、そのような用語は、必要に応じて、無線ベアラおよび／または無線アク
セスベアラのいずれか一方または両方を指すものである。
【０００６】
　上記に関連する問題は、たとえＵＥ上のアプリケーションがデータトランザクションを
完了し、さらなるデータ交換を予期していなくても、依然としてネットワークがそれを正
しい状態にすることを待つという点である。ネットワークは、ＵＥ上のアプリケーション
がそのデータ交換を完了したという事実を認識していない場合さえある。例えば、ＵＥ上
のアプリケーションは、ＵＭＴＳコアネットワークを通してアクセスされる、そのアプリ
ケーションサーバとデータを交換するために、独自の確認に基づくプロトコルを使用して
もよい。例は、独自の保証された配信を実施する、ユーザデータグラムプロトコル／イン
ターネットプロトコル（ＵＤＰ／ＩＰ）上で作動するアプリケーションである。そのよう
な場合、ＵＥは、アプリケーションサーバが全てのデータパケットを送信または受信した
か否かが分かり、さらなるデータ交換が行われるかどうかを決定し、したがって、パケッ
トサービス（ＰＳ）ドメインと関連付けられたＲＲＣ接続を終結させるときを決定するの
により良好な立場にある。ＵＴＲＡＮは、ＲＲＣ接続状態が異なる状態またはアイドルモ
ードに変更されるときを制御し、かつＵＴＲＡＮは、ＵＥと外部サーバとの間のデータ配
信の状態を認識していないため、ＵＥは、必要とされる状態またはモードよりも早いデー
タ速度または強力なバッテリ状態でありつづけることを余儀なくされ、その結果、バッテ
リ寿命が徐々に消耗していく。このことは、また、無線リソースが不必要に占有されたま
まであるという事実により、無駄なネットワークリソースをもたらす。
【０００７】
　上記の１つの解決法は、ＵＥがデータトランザクションを終了したことを自覚すると、
ＵＥにＵＴＲＡＮへ信号伝達解放指示を送信させることである。３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．
３３１仕様書の第８．１．１４．３項に準じて、ＵＴＲＡＮは、ＵＥからの信号伝達解放
指示の受信時に、信号伝達接続を解放して、ＵＥをアイドルモードまたは何らかの他のＲ
ＲＣ状態に遷移させてもよい。上記に関連する問題は、信号伝達解放指示はアラームとし
て考慮され得るということである。ネットワークは、典型的に、ＧＰＲＳモビリティ管理
（ＧＭＭ）サービス要求障害、ルーティングエリア更新（ＲＡＵ）障害または付着障害が
起こるときに、信号伝達解放指示を予測する。ＵＥが信号伝達解放を要求する場合に、ア
ラームの発生は、ネットワークにおけるアラームの発生をもたらし、そのほかの場合に異
常状態が発生していない場合には、アラームの発生は誤った挙動である。
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【０００８】
　ＵＭＴＳで動作可能なＵＥ、および他の通信規格に従って構築された無線通信システム
において動作可能な他のモバイルノードは、時々、パケットデータ通信セッションに従っ
て、それぞれ、複数の同時発生のパケットデータサービスを提供することが可能である。
ＵＥによってＵＴＲＡＮに送信された信号伝達解放指示の使用は、パケットデータサービ
スの全てに対して提供されたＵＥとの信号伝達接続の解放を要求する態様を提供するが、
リソースに対するより洗練された制御を提供することが必要である。すなわち、現在アク
ティブなパケットデータサービスのうちの１つに対して継続的な無線リソースを提供しな
がら、無線リソースをもはや必要としない同時発生のパケットデータサービスの別のもの
に対して提供される無線リソースを解放することもまた必要であり得る。このことは、プ
ロセッサ電力が必要とされていないリソースを処理することに浪費されないので、ネット
ワークリソースの有効な使用と、ＵＥ上のプロセッサの最適な活用をもたらす。ネットワ
ーク要素が代替的に、複数のリソースの解放または複数の状態／モード間の遷移に関する
決定を行い得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以下で提供される実施例および実施形態は、例えば、ＵＭＴＳネットワーク等のワイヤ
レスネットワークにおいて、動作の種々の状態／モードの間で、ユーザ機器（ＵＥ）また
は他のモバイルデバイスを遷移させる得る種々の方法およびシステムを説明する。他の種
類のネットワークにおける他の実装も可能であることを理解されたい。例えば、同教示は
、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）ネットワーク（例えば、３ＧＰＰ２　ＩＳ－２００
０）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）ネットワーク（例えば、３ＧＰＰ　ＵＭＴＳ　／
高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ））に適用することもでき、または、一般的に言えば、
ネットワーク制御された無線リソースを使用する無線アクセス技術に基づくか、あるいは
デバイスアプリケーションレベルデータ交換の状態の知識を維持しない、任意のネットワ
ークに適用することもできる。以下で説明されるが、ＵＭＴＳネットワークとの関連で簡
単にするために提示される、具体的実施例および実装は、これらの他のネットワーク環境
にも適用可能である。さらに、ネットワーク要素は、ＵＴＲＡＮとして以下で説明される
こともある。しかしながら、ＵＭＴＳの他に他のネットワーク型が利用される場合、ネッ
トワーク型に基づいて、ネットワーク要素を適切に選択することができる。さらに、ネッ
トワーク要素は、ＵＭＴＳシステム内のコアネットワークとなり得、その場合、コアネッ
トワークは、遷移決定を行う。
【００１０】
　特定の実施例では、本システムおよび方法は、ネットワークにおける意思決定能力を提
供しながら、ＲＲＣ接続モードから、よりバッテリ効率の良い、または無線リソース効率
の良い状態あるいはモードへの遷移を提供し得る。具体的には、本方法および装置は、暗
示的または明示的に、無線リソースとの特定の信号伝達接続と関連付けられた、ＲＣＣ状
態またはモードが、１つの状態またはモードから別の状態またはモードへの遷移が発生す
るべきであると示す、ＵＥからの指示の受信に基づいて、遷移を提供し得る。理解される
ように、そのような遷移指示または要求は、現在の基準下での既存の通信、例えば、信号
伝達接続解放であり得るか、または、「好ましいＲＲＣ状態要求」等の、ＵＥの状態を変
更する新規の専用メッセージであり得る。本明細書で使用される場合、指示は、いずれの
シナリオも指すことができ、かつ要求を組み込むことができる。
【００１１】
　ＵＥによって発信される遷移指示は、ＵＥ上の１つ以上のアプリケーションがデータの
交換を完了したとき、および／または、ＵＥがさらなるデータを交換すると見込まれない
という決定が行われたときの、いくつかの状況で送信することができる。次いで、ネット
ワーク要素は、モバイルデバイスを別のモードまたは状態に遷移させるか、何もしないか
について、ネットワーク特有の決定を行うために、指示およびその中で提供される任意の
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情報、ならびに、とりわけ、サービスの質、アクセスポイント名（ＡＰＮ）、パケットデ
ータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキスト、履歴情報等の、本明細書で無線リソースプロフ
ァイルとして定義される、無線リソースに関係する他の情報を使用することができる。Ｕ
Ｅまたはモバイルデバイスによって提供される遷移指示は、いくつかの形態を取ることが
でき、かつ異なる条件下で送信することができる。第１の実施例では、遷移指示は、ＵＥ
上に常駐するアプリケーションの全ての複合状態に基づいて送信することができる。具体
的には、ＵＭＴＳ環境では、ＵＥ上のアプリケーションがデータの交換を終了したと決定
した場合、「終了」指示をＵＥソフトウェアの「接続マネージャ」コンポーネントに送信
することができる。接続マネージャは、一実施形態では、全ての既存アプリケーション（
１つまたは複数のプロトコル上でサービスを提供するものを含む）、関連パケットデータ
プロトコル（ＰＤＰ）コンテキスト、関連パケット交換（ＰＳ）無線リソース、および関
連回線交換（ＣＳ）無線リソースを追跡することができる。ＰＤＰコンテキストは、ＵＭ
ＴＳコアネットワークにわたって作動する、ＵＥとＰＤＮ（公衆データネットワーク）と
の間の論理的関連付けである。ＵＥ上の１つまたは複数のアプリケーション（例えば、Ｅ
メールアプリケーションおよびブラウザアプリケーション）は、１つのＰＤＰコンテキス
トと関連付けられてもよい。場合によっては、ＵＥ上の１つのアプリケーションは、１つ
の１次ＰＤＰコンテキストと関連付けられ、複数のアプリケーションは、２次ＰＤＰコン
テキストと結び付けられてもよい。接続マネージャは、同時にアクティブであるＵＥ上の
異なるアプリケーションから、「終了」指示を受信する。例えば、ユーザは、ウェブを閲
覧しながらプッシュサーバからＥメールを受信してもよい。Ｅメールアプリケーションは
、確認を送信した後に、そのデータトランザクションを完了したことを示してもよい。ブ
ラウザアプリケーションは、異なる行動をし、代わりに、接続マネージャに「終了」指示
を送信するときの（例えば、非活動タイマを使用するための）予測決定を行ってもよい。
アクティブアプリケーションからのそのような指示の複合状態に基づいて、ＵＥソフトウ
ェアは、遷移指示を送信することを決定して、１つの状態またはモードから別の状態また
はモードへの遷移が発生すべきであることをネットワークに指示または要求することがで
きる。代替として、ＵＥソフトウェアは、代わりに、遷移指示を送信する前に待って遅延
を導入し、アプリケーションが本当にデータ交換を終了し、バッテリまたは無線リソース
集中状態またはモードで維持される必要がないことを確実にすることができる。遅延は、
トラフィック履歴および／またはアプリケーションプロファイルに基づいて動的となり得
る。ある確率で、アプリケーションがデータを交換することが見込まれると接続マネージ
ャが決定するときはいつでも、ネットワークに遷移指示を送信して、遷移が発生すべきで
あると示すことができる。具体的実施例では、遷移指示は、アイドルモードへの遷移を要
求する、適切なドメイン（例えば、ＰＳドメイン）のための信号伝達接続解放指示となり
得る。代替として、遷移指示は、ＵＴＲＡＮへの接続モード内の状態遷移の要求となり得
る。
【００１２】
　以下でさらに詳細に説明されるように、遷移指示および無線リソースプロファイルの受
信に基づいて、ＵＭＴＳ環境内のＵＴＲＡＮ等のネットワーク要素は、１つの状態または
モードから別の状態またはモードにＵＥを遷移させることを決定することができる。
【００１３】
　他の遷移指示が可能である。例えば、ＵＥ上の全てのアクティブアプリケーションの複
合状態に依存する代わりに、ＵＥソフトウェアは、代替実施形態で、ＵＥアプリケーショ
ンがデータの交換を完了するたびに、および／またはアプリケーションがさらなるデータ
を交換すると見込まれないたびに、遷移指示を送信することができる。この場合、ネット
ワーク要素（例えば、ＵＴＲＡＮ）は、以下の図１８を参照して説明されるような、ＵＥ
の無線リソースプロファイルに基づいて、遷移決定を行うために指示を利用することがで
きる。
【００１４】
　さらに別の実施例では、遷移指示は、単に、ＵＥ上の１つ以上のアプリケーションがデ
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ータ交換を完了した、および／または、ＵＥアプリケーションがさらなるデータを交換す
ると見込まれないと示すことができる。その指示およびＵＥの無線リソースプロファイル
に基づいて、ネットワーク（例えば、ＵＴＲＡＮ）は、より適切な状態またはモードまた
は動作にＵＥを遷移させるかどうかを決定することができる。
【００１５】
　さらなる実施例では、遷移指示は、明示的よりもむしろ暗示的となり得る。例えば、指
示は、周期的に送信される状態報告の一部であってもよい。そのような状態報告は、無線
リンクバッファがデータを有するかどうか等の情報をふくむことができ、またはアウトバ
ウンドトラフィック上に情報を含むことができる。
【００１６】
　さらなる実施形態では、以前の遷移指示が送信されてから、ある期間が経過するまで（
阻止期間）遷移指示が送信されなくてもよいことを確実にするように、ＵＥ上にタイマが
存在することができる。この阻止タイマは、ＵＥが遷移指示メッセージを過剰に頻繁に送
信することを避け、さらに、所与の最大頻度のみで誘起されるメッセージに依存すること
によって、ネットワークが決定を行うことを可能にする。期間は、その値が事前構成され
るか、またはネットワークによって設定される（指示または信号伝達される）タイマによ
って、決定することができる。値がネットワークによって設定される場合、それは、とり
わけ、ＲＲＣ接続要求、ＲＲＣ接続解放、無線ベアラ設定、ＵＴＲＡＮモビリティ情報、
またはシステム情報同報通信等の、新規または既存のメッセージの中で伝えることができ
、かつこれらのメッセージの中の情報要素となり得る。
【００１７】
　上記の阻止期間は、ＵＥが遷移したい状態に基づいてもよい。例えば、阻止期間は、携
帯電話が、他の状態／モードと対比した、いくつかのＲＲＣ状態／モードの最後の選好を
示したかどうかにより、異なってもよい。例えば、それは、携帯電話が、Ｃｅｌｌ＿ＦＡ
ＣＨ状態と対比した、またはＣｅｌｌ＿ＰＣＨ／ＵＲＡ　ＰＣＨ状態と対比した、アイド
ルモードの選好を示した場合に、異なり得る。阻止期間がネットワークによって設定され
る場合では、これは、シナリオに応じて使用される、携帯電話に値の２つ（以上の）のセ
ットを指示／送信する、ネットワークによって達成されてもよい。代替として、指示は、
適切な阻止期間値のみが携帯電話に指示／信号伝達されるような方法で行うことができる
。例えば、ＵＥがＣｅｌｌ＿ＰＣＨに遷移したい場合、ＵＥがアイドルに遷移したい場合
とは異なる経過期間を設定することができる。
【００１８】
　上記からの阻止期間は、携帯電話の現在のＲＲＣ状態／モード（例えば、Ｃｅｌｌ＿Ｄ
ＣＨ／Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ対Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ／ＵＲＡ＿ＰＣＨ、またはＣｅｌｌ＿ＤＣ
Ｈ対Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨあるいはＣｅｌｌ＿ＰＣＨ／ＵＲＡ＿ＰＣＨ）に応じて、異なっ
てもよい。
【００１９】
　上記からの阻止期間は、ネットワークがすでに携帯電話からの選好ＲＲＣ状態情報に作
用したかどうかに応じて、異なってもよい。そのような認識は、ネットワーク上で、また
は携帯電話側で起こってもよい。第１の場合において、これは、ネットワークによって携
帯電話に指示／信号伝達される、阻止値に影響を及ぼしてもよい。第２の場合において、
阻止期間値の異なるセットは、事前構成されるか、またはネットワークによって指示／信
号伝達されてもよい。特定の場合として、ネットワークが携帯電話からの選好ＲＲＣ状態
情報に作用した、例えば、ＵＥによって示された状態への状態遷移を開始した場合に、阻
止期間／機能性が削減されるか、または取り消されてもよい。
【００２０】
　阻止期間の代わりに、またはそれに加えて、時間枠あたりのメッセージの最大数（例え
ば、「１０分ごとに１５以下のメッセージ」）が使用／特定されてもよい。
【００２１】
　上記の阻止期間／時間枠あたりのメッセージの最大数の組み合わせが可能である。



(7) JP 2012-257314 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

【００２２】
　従って、本開示は、ユーザ機器上で状態またはモードを遷移させる方法を提供し得、該
方法は、ネットワーク要素において遷移指示を受信するステップと、該ユーザ機器に対す
る無線リソースプロファイルをチェックするステップと、該受信された遷移指示および該
無線リソースプロファイルに基づいて、該ネットワーク要素において遷移決定を行うステ
ップとを包含する。
【００２３】
　本開示は、さらに、遷移決定を行うように適合されたネットワーク要素を提供し得、該
ネットワーク要素は、遷移指示を受信するように適合された通信サブシステムと、メモリ
と、ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルをチェックするように適合されたプロ
セッサであって、該プロセッサは、該受信された遷移指示および該無線リソースプロファ
イルに基づいて、遷移決定を行うようにさらに適合された、プロセッサとを備えている。
【００２４】
　本開示は、さらに、遷移決定を開始するように適合されたユーザ機器を提供し得、該ユ
ーザ機器は、ネットワークと通信するように適合された通信サブシステムと、メモリと、
プロセッサであって、前記状態／モードの遷移が望ましいかどうかを決定するように適合
され、該決定に応答して該ネットワークに遷移指示を送信するようにさらに適合された、
プロセッサとを備え、該ユーザ機器は、該遷移指示に基づいて、遷移決定を該ネットワー
クから受信するように適合されている。
【００２５】
　本開示は、なおさらに、遷移する決定をユーザ機器から開始する方法を提供し得、該方
法は、状態／モードの遷移が該ユーザ機器において望ましいかどうかを決定することと、
該決定に応答してネットワークに遷移指示を送信することと、該遷移する指示に基づいて
、該ネットワークから遷移決定を受信することとを包含する。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ユーザ機器上で状態またはモードを遷移させる方法であって、
　ネットワーク要素において遷移指示を受信することと、
　該ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルをチェックすることと、
　該受信された遷移指示および該無線リソースプロファイルに基づいて、該ネットワーク
要素において遷移決定を行うことと
　を包含する、方法。
（項目２）
　前記遷移指示は、前記ユーザ機器についてのアプリケーションからのメッセージであっ
て、該メッセージは、該アプリケーションがデータの交換を終了したことを指示する、項
目１に記載のネットワーク要素。
（項目３）
　前記遷移指示は、前記ユーザ機器についてのアプリケーションからのメッセージによっ
てトリガされ、該メッセージは、該アプリケーションがデータの交換を終了したことを指
示する、項目１または項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記遷移指示は、該遷移指示に埋め込まれたデータをさらに含む、項目１～項目３のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目５）
　前記データは、原因指示、エラーの確率、および無線リソースプロファイル局面のうち
の１つ以上を含む、項目４に記載の方法。
（項目６）
　前記無線リソースプロファイルは、静的プロファイル情報を含む、項目１～項目５のい
ずれか１項に記載の方法。
（項目７）
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　前記静的プロファイル情報は、アクセスポイント名、サービスの質、またはパケットデ
ータプロトコルコンテキストを含む、項目６に記載の方法。
（項目８）
　前記無線リソースプロファイルは、遷移プロファイルを含む、項目１～項目７のいずれ
か１項に記載の方法。
（項目９）
　前記遷移プロファイルは、前記ユーザ機器の状態が、少しでも遷移になるか、状態遷移
優先になるか、遅延もしくは非活動タイマ値になるか、または該ユーザ機器が正しく遷移
を要求する確率になるかどうかを含む、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記遷移プロファイルは、アプリケーション特有である、項目８に記載の方法。
（項目１１）
　前記遷移プロファイルは、アプリケーション遷移プロファイルの複合物である、項目８
に記載の方法。
（項目１２）
　前記無線リソースプロファイルは、前記ユーザ機器のためのすべての無線アクセスベア
ラ無線リソースプロファイルの複合物である、項目１～項目１１のいずれか１項に記載の
方法。
（項目１３）
　前記遷移決定は、何もしないことと、より小さいバッテリ集中状態へ遷移することと、
アイドルモードへ遷移することと、１以上の無線アクセスベアラを解体することとからな
る群から選択される決定である、項目１～項目１２のうちのいずれか１項に記載の方法。
（項目１４）
　項目１～項目１３のいずれかに記載の方法に従う遷移状態または遷移モードに適合され
たネットワーク要素であって、該ネットワーク要素は、
　遷移指示を受信するように適合された通信サブシステムと、
　メモリと、
　ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルをチェックするように適合されたプロセ
ッサであって、該プロセッサは、遷移決定を行うようにさらに適合された、プロセッサと
　を備えている、ネットワーク要素。
（項目１５）
　前記メモリは、前記無線リソースプロファイルを格納するように適合されている、項目
１４に記載のネットワーク要素。
（項目１６）
　遷移決定をユーザ機器から開始する方法であって、
　状態／モードの遷移が該ユーザ機器において望ましいかどうかを決定することと、
　該決定に応答してネットワークに遷移指示を送信することと、
　該遷移する指示に基づいて、該ネットワークから遷移決定を受信することと
　を包含する、方法。
（項目１７）
　前記遷移指示は、前記ユーザ機器上のアプリケーションからのメッセージによってトリ
ガされ、該メッセージは、該アプリケーションがデータの交換を終了したことを指示する
、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記遷移指示は、前記ユーザ機器におけるすべてのアプリケーションの複合状態である
、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記遷移指示は、該遷移指示に埋め込まれたデータをさらに含む、項目１６～項目１８
のいずれか１項に記載の方法。
（項目２０）
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　前記埋め込まれたデータは、遷移プロファイルである、項目１６～項目１９のいずれか
１項に記載の方法。
（項目２１）
　前記遷移指示は、前記ユーザ機器と前記ネットワークとの間の専用メッセージである、
項目１６～項目２０のいずれか１項に記載の方法。
（項目２２）
　前記送信することの後に、タイマを設定することをさらに包含する、項目１６～項目２
１のいずれか１項に記載の方法。
（項目２３）
　前記送信することが成功したかどうかをチェックすることと、該チェックすることに応
答して、前記タイマの終了まで前記遷移指示の再送信を遅らせることとをさらに包含する
、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記タイマに対する値は、前記ネットワークから受信される、項目２２に記載の方法。
（項目２５）
　前記タイマに対する値は、前記遷移指示に基づいて決定される、項目２２に記載の方法
。
（項目２６）
　項目１６～項目２５のいずれかに記載の方法に従って、遷移決定を開始するように適合
されたユーザ機器であって、該ユーザ機器は、
　ネットワークと通信するように適合された通信サブシステムと、
　メモリと、
　プロセッサであって、前記状態／モードの遷移が望ましいかどうかを決定するように適
合され、該決定に応答して該ネットワークに遷移指示を送信するようにさらに適合された
、プロセッサと
　を備え、
　該ユーザ機器は、該遷移指示に基づいて、遷移決定を該ネットワークから受信するよう
に適合された、ユーザ機器。
（項目２７）
　項目２２～項目２５のいずれかに記載の方法に従って、遷移決定を開始するように適合
され、前記プロセッサが前記遷移指示を送信した後に設定されるように適合されたタイマ
をさらに備えている、項目２６に記載のユーザ機器。
（項目２８）
　前記プロセッサは、前記送信することが成功したかどうかをチェックし、該チェックす
ることに応答して、前記タイマの終了まで前記遷移指示の再送信を遅らせるように適合さ
れた、項目２７に記載のユーザ機器。
（項目２９）
　命令を含むコンピュータ読み取り可能媒体であって、該命令は、ユーザ機器のプロセッ
サによって実行されるとき、項目１６～項目２５のいずれか１項のステップのすべてを実
行するように該ユーザ機器を適合する、コンピュータ読み取り可能媒体。
（項目３０）
　命令を含むコンピュータ読み取り可能媒体であって、該命令は、ネットワーク要素のプ
ロセッサによって実行されるとき、項目１～項目１３のいずれか１項のステップのすべて
を実行するように該ネットワーク要素を適合する、コンピュータ読み取り可能媒体。
【００２６】
　本開示は、図面を参照すると、より良好に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】図１は、ＲＲＣ状態および遷移を示す、ブロック図である。
【図２】図２は、種々のＵＭＴＳセルおよびＵＲＡを示す、ＵＭＴＳネットワークの概略
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図である。
【図３】図３は、ＲＲＣ接続設定における種々の段階を示す、ブロック図である。
【図４Ａ】図４Ａは、現在の方法に従ってＵＴＲＡＮによって開始される、ＣＥＬＬ＿Ｄ
ＣＨ接続モード状態とアイドルモードとの間の例示的遷移のブロック図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、信号伝達解放指示を利用する、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態接続モードと
アイドルモードとの間の例示的遷移を示す、ブロック図である。
【図５Ａ】図５Ａは、ＵＴＲＡＮによって開始される、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ非活動、ＣＥＬ
Ｌ＿ＦＡＣＨ非活動、アイドルモードへの例示的遷移を示す、ブロック図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、信号伝達解放指示を利用する、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ非活動とアイドル
モードとの間の例示的遷移を示す、ブロック図である。
【図６】図６は、ＵＭＴＳプロトコルスタックのブロック図である。
【図７】図７は、本方法と関連して使用することができる、例示的ＵＥである。
【図８】図８は、本方法およびシステムと関連して使用するための例示ネットワークであ
る。
【図９】図９は、ＵＥにおいて信号伝達接続解放指示の原因を追加するステップを示す、
フロー図である。
【図１０】図１０は、原因を有する信号伝達接続解放指示の受信時にＵＥによって取られ
るステップを示す、フロー図である。
【図１１】図１１は、複数の同時パケットデータ通信サービスセッションがＵＥに提供さ
れる、図８に示されたネットワークの例示的動作中の例示的な論理および物理チャネル割
り当てのグラフ表示である。
【図１２】図１２は、本開示の実施形態に従って、個々のパケットデータサービスの無線
リソースを解放する無線リソース解放機能を提供する、ＵＥおよびネットワーク要素の機
能的ブロック図を図示する。
【図１３】図１３は、それによりＰＤＰコンテキストへの無線リソース割り当てを解放す
るように、本開示の実施形態の操作に従って生成される信号伝達を表す、メッセージシー
ケンス図を図示する。
【図１４】図１４は、それにより無線リソース割り当てを解放するように、本開示の実施
形態の操作に従って生成される信号伝達を同様に表す、図１３に示された図と同様のメッ
セージシーケンス図を図示する。
【図１５】図１５は、本開示の実施形態の過程を表す、過程図を図示する。
【図１６】図１６は、本開示の実施形態の操作の方法を図示する、方法フロー図を図示す
る。
【図１７】図１７は、本開示の実施形態の操作の方法を同様に図示する、方法フロー図を
図示する。
【図１８】図１８は、遷移決定がネットワーク要素において無線リソースプロファイルに
基づき行われる、実施形態の方法フロー図を図示する。
【図１９】図１９は、図１８の方法とともに使用される傾向があるネットワーク要素の簡
略化したブロック図を図示する。
【図２０】図２０は、遷移指示または要求メッセージの送信のためのデータフロー図を図
示する。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　ここで図１を参照する。図１は、ＵＭＴＳネットワーク内のプロトコルスタックの無線
リソース制御部分に対する種々のモードおよび状態を示す、ブロック図である。具体的に
は、ＲＲＣは、ＲＲＣアイドルモード１１０またはＲＲＣ接続モード１２０のいずれかと
なり得る。
【００２９】
　当業者によって理解されるように、ＵＭＴＳネットワークは、２つ地上ネットワークセ
グメントから成る。これらは、（図８に図示されるような）コアネットワーク（ＣＮ）お



(11) JP 2012-257314 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

よびユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）である。コアネットワ
ークが、データ呼び出しの切替およびルーティング、ならびに外部ネットワークへのデー
タ接続に関与している一方で、ＵＴＲＡＮは、全ての無線関連機能を取り扱う。
【００３０】
　アイドルモード１１０では、ＵＥは、データがＵＥとネットワークとの間で交換される
必要があるときはいつでも、ＲＲＣ接続を要求して無線リソースを設定しなければならな
い。これは、データを送信するように接続に要求するＵＥ上のアプリケーションの結果と
して、または、ＵＴＲＡＮまたはＳＧＳＮがプッシュサーバ等の外部データネットワーク
からデータを受信するようにＵＥを呼び出したかどうかを示すように、ＵＥがページング
チャネルを監視する結果としてのものとなり得る。加えて、ＵＥはまた、ロケーションエ
リア更新等のモビリティ管理信号伝達メッセージを送信する必要があるときはいつでも、
ＲＲＣ接続を要求する。
【００３１】
　いったんＵＥが無線接続を確立するようにＵＴＲＡＮに要求を送信すると、ＵＴＲＡＮ
は、ＲＲＣ接続がなる状態を選択する。具体的には、ＲＲＣ接続モード１２０は、４つの
別個の状態を含む。これらは、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１
２４、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６、およびＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８である。
【００３２】
　アイドルモード１１０から、ＵＥは自律的にＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４に遷移し、
その場合、その初期データ転送を行い、その後、ネットワークがどのＲＣＣ接続状態を継
続的なデータ転送に使用するかを決定する。これは、ＵＥをセル専用チャネル（ＣＥＬＬ
＿ＤＣＨ）状態１２２にするか、またはＵＥをセル順方向アクセスチャネル（ＣＥＬＬ＿
ＦＡＣＨ）状態１２４に保つネットワークを含んでもよい。
【００３３】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２では、データを交換するアップリンクおよびダウンリンク
の両方のために、専用チャネルがＵＥに割り当てられる。この状態は、専用物理チャネル
がＵＥに割り当てられるため、典型的に、ＵＥから最も多くのバッテリ電力を必要とする
。
【００３４】
　代替として、ＵＴＲＡＮは、ＵＥをＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４で維持することがで
きる。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態では、いずれのチャネルもＵＥに割り当てられない。その
代わり、少量の集中的データにおける信号伝達を送信するために共通チャネルが使用され
る。しかしながら、ＵＥは依然としてＦＡＣＨを継続的に監視しなければならず、したが
って、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態、およびアイドルモードよりも多くの
バッテリ電力を消費する。
【００３５】
　ＲＲＣ接続モード１２０内で、ＲＲＣ状態は、ＵＴＲＡＮの判断で変更することができ
る。具体的には、データ非活動が特定量の時間またはデータに対して検出されるか、また
は、ある閾値を下回るデータスループットが検出された場合に、ＵＴＲＡＮは、ＲＲＣ状
態を、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４、ＣＥＬＬ＿ＰＣ
Ｈ状態１２６、またはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８にしてもよい。同様に、ペイロードがあ
る閾値を上回ると検出された場合に、ＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４からＣ
ＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２にすることができる。
【００３６】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４から、データ非活動がいくつかのネットワーク内で所定
の時間にわたって検出された場合、ＵＴＲＡＮは、ＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態
１２４からページングチャネル（ＰＣＨ）状態にすることができる。これは、ＣＥＬＬ＿
ＰＣＨ状態１２６からＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８のいずれか一方となり得る。
【００３７】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６またはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８から、ＵＥは、専用チャ
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ネルを要求する更新手順を開始するために、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４とならなけれ
ばならない。これは、ＵＥが制御する唯一の状態遷移である。
【００３８】
　アイドルモード１１０、ならびにＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６およびＵＲＡ＿ＰＣＨ状
態１２８は、ページングインジケータチャネル（ＰＩＣＨ）を介して同報通信メッセージ
およびページを監視するために、不連続受信サイクル（ＤＲＸ）を使用する。いずれのア
ップリンク活動も可能ではない。
【００３９】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６とＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８との間の違いは、ＵＥの現在
のＵＴＲＡＮ登録エリア（ＵＲＡ）が、現在のセルに存在するＵＲＡアイデンティティの
リストの中にない場合に、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８がＵＲＡ更新手順しか誘起しないこ
とである。具体的には、図２を参照する。図２は、種々のＵＭＴＳセル２１０、２１２、
および２１４の説明図を示す。これらのセルの全ては、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態に再選択さ
れた場合に、セル更新手順を必要とする。しかしながら、ＵＴＲＡＮ登録エリアにおいて
、それぞれが同じＵＴＲＡＮ登録エリア（ＵＲＡ）３２０内に入り、したがって、ＵＲＡ
更新手順は、ＵＲＡ＿ＰＣＨモードであるときに２１０、２１２、および２１４の間で移
動すると誘発されない。
【００４０】
　図２で見られるように、他のセル２１８は、ＵＲＡ３２０の外側にあり、別個のＵＲＡ
の一部となり得るか、またはいずれのＵＲＡの一部にもなり得ない。
【００４１】
　当業者によって認識されるように、バッテリ寿命の観点から、アイドル状態は、上記の
状態と比較して最低バッテリ使用量を提供する。具体的には、ＵＥは、間隔を置いてのみ
、ページングチャネルを監視する必要があるために、無線は継続的にオンである必要はな
いが、その代わり、周期的に起動する。これに対するトレードオフは、データを送信する
待ち時間である。しかしながら、この待ち時間が長過ぎなければ、アイドルモードである
こと、およびバッテリ電力を節約することの利点は、接続待ち時間の不利点を上回る。
【００４２】
　再度、図１を参照する。種々のＵＭＴＳ基礎構造ベンダは、種々の基準に基づいて、状
態１２２、１２４、１２６、および１２８の間で移動させる。これらの基準は、とりわけ
、信号伝達の節約または無線リソースの節約に関するネットワーク操作者の選好となり得
る。例示的な基礎構造を以下で概説する。
【００４３】
　第１の例示的基礎構造では、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でアクセスを開始した直後に、Ｒ
ＲＣは、アイドルモードとＣｅｌｌ＿ＤＣＨ状態との間で移動する。Ｃｅｌｌ＿ＤＣＨ状
態では、２秒間の非活動が検出された場合、ＲＲＣ状態はＣｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態１２４
に変化する。もし、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨ状態１２４で、１０秒間の非活動が検出された場
合は、ＲＲＣ状態がＣｅｌｌ＿ＰＣＨ状態１２６に変化する。Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態１２
６での４５分間の非活動は、ＲＲＣ状態をアイドルモード１１０に戻らせる。
【００４４】
　第２の例示的基礎構造では、ＲＲＣ遷移は、ペイロード閾値に応じて、アイドルモード
１１０と接続モード１２０との間で発生することができる。第２の基礎構造では、ペイロ
ードがある閾値を下回る場合に、ＵＴＲＡＮはＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２
４にする。逆に、データペイロードがあるペイロード閾値を上回る場合に、ＵＴＲＡＮは
ＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２にする。第２の基礎構造では、２分間の非活動
がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２で検出されると、ＵＴＲＡＮはＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ状態１２４にする。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４での５分間の非活動後に、ＵＴ
ＲＡＮはＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６にする。ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６
では、アイドルモード１１０に戻る前に、２時間の非活動が必要とされる。
【００４５】



(13) JP 2012-257314 A 2012.12.27

10

20

30

40

50

　第３の例示的基礎構造では、アイドルモード１１０と接続モード１２０との間の移動は
、常にＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２に対するものである。ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２で
の５秒間の非活動後に、ＵＴＲＡＮはＲＲＣ状態をＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４にする
。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４での３０秒間の非活動は、アイドルモード１１０に戻る
移動をもたらす。
【００４６】
　第４の例示的基礎構造では、ＲＲＣは、アイドルモードから接続モードへと、ＣＥＬＬ
＿ＤＣＨ状態１２２に直接遷移する。第４の例示的基礎構造では、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態
１２２は、２つの構成を含む。第１の構成は、データ転送速度を有する構成を含み、第２
の構成は、より低いデータ転送速度を含むが、依然としてＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態内である
。第４の例示的基礎構造では、ＲＲＣは、アイドルモード１１０から高データ転送速度の
ＣＥＬＬ＿ＤＣＨサブ状態に直接遷移する。１０秒間の非活動後に、ＲＲＣ状態は、低デ
ータ天測速度のＣＥＬＬ＿ＤＣＨサブ状態に遷移する。ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２の低
データサブ状態からの１７秒間の非活動は、ＲＲＣ状態をアイドルモード１１０に変化さ
せる。
【００４７】
　上記の４つの例示的基礎構造は、種々のＵＭＴＳ基礎構造ベンダがどのように状態を実
装しているかを示す。当業者によって理解されるように、それぞれの場合において、実デ
ータ（Ｅメール等）を交換するのに費やされる時間は、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨまたはＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ状態でとどまるために必要とされる時間と比較して、有意に短い。これは、不
必要なカレントドレインを引き起こし、ＵＭＴＳ等のより新しい世代のネットワークにお
けるユーザ体験を、ＧＰＲＳ等の以前の世代のネットワークよりも不良にする。
【００４８】
　さらに、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６が、バッテリ寿命の観点からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
状態１２４よりも最適であるが、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６でのＤＲＸサイクルは、典
型的に、アイドルモード１１０よりも低い値に設定される。結果として、ＵＥは、アイド
ルモード１１０よりもＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態１２６で頻繁に起動する必要がある。
【００４９】
　アイドル状態１１０のＤＲＸサイクルと同様のＤＲＸサイクルを伴うＵＲＡ＿ＰＣＨ状
態１２８は、おそらく、バッテリ寿命と接続のための待ち時間との間の最適なトレードア
ップである。しかしながら、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８は、現在ＵＴＲＡＮでは実装され
ていない。したがって、場合によっては、バッテリ寿命の観点から、アプリケーションが
データ交換を終了した後にできるだけ早急に、アイドルモードに早急に遷移することが望
ましい。
【００５０】
　ここで図３を参照する。アイドルモードから接続モードに遷移するときに、種々の信号
伝達およびデータ接続を行う必要がある。図３を参照すると、行われる最初の事項は、Ｒ
ＲＣ接続設定３１０である。上記で示されるように、このＲＲＣ接続設定３１０は、ＵＴ
ＲＡＮによってしか解除することができない。
【００５１】
　いったんＲＲＣ接続設定３１０が達成されると、信号伝達接続設定３１２が開始される
。
【００５２】
　いったん信号伝達接続設定３１２が終了されると、暗号化および完全性設定３１４が開
始される。これの完了時に、無線ベアラ設定３１６が達成される。この時点で、ＵＥとＵ
ＴＲＡＮとの間でデータを交換することができる。
【００５３】
　接続の解除は、一般に逆の順序で、同様に達成される。無線ベアラ設定３１６が取り払
われ、次いで、ＲＲＣ接続設定３１０が取り払われる。この時点で、ＲＲＣは、図１に図
示されるようなアイドルモード１１０になる。
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【００５４】
　現在の３ＧＰＰ仕様書は、ＵＥがＲＲＣ接続を解放すること、またはＲＲＣ状態に対す
るその選好を示すことを許容しないが、ＵＥは、依然として、パケット交換アプリケーシ
ョンによって使用されるパケット交換（ＰＳ）ドメイン等の特定されたコアネットワーク
ドメインに対する信号伝達接続の終結を示すことができる。３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３
１の第８．１．１４．１項によれば、その信号伝達接続のうちの１つが解放されたことを
ＵＴＲＡＮに示すために、信号伝達接続解放指示手順がＵＥによって使用される。この手
順は、順に、ＲＲＣ接続解放手順を開始してもよい。
【００５５】
　したがって、現在の３ＧＰＰ仕様書内にとどまって、信号伝達接続設定３１２の解除時
に信号伝達接続解放が開始されてもよい。それは、信号伝達接続設定３１２を解除するＵ
Ｅの能力内であり、これは順に、仕様書に従って、ＲＲＣ接続解放を開始「してもよい」
。
【００５６】
　当業者によって開始されるように、信号伝達接続設定３１２が解除された場合、ＵＴＲ
ＡＮはまた、信号伝達接続設定３１２が解除された後に、暗号化および完全性設定３１４
、ならびに無線ベアラ設定３１６を整理する必要もある。
【００５７】
　信号伝達接続設定３１２が解除された場合、ＲＲＣ接続設定は、典型的には、いずれの
ＣＳ接続もアクティブではない場合に、現在のベンダ基礎構造のために、ネットワークに
よって停止させられる。
【００５８】
　上述の具体的な遷移指示例のうちの１つにこれを使用して、ＵＥは、データの交換が終
了したことを決定し、例えば、ＵＥソフトウェアの「接続マネージャ」構成要素に、デー
タの交換が完了したという指示が提供された場合、接続マネージャは、信号伝達設定３１
２を解除するか否かを決定してもよい。例えば、デバイス上のＥメールアプリケーション
は、Ｅメールがプッシュサーバによって確かに受信されたというプッシュＥメールサーバ
からの確認が受信されたという指示を送信する。接続マネージャは、一実施形態では、全
ての既存のアプリケーション、関連ＰＤＰコンテキスト、関連ＰＳ無線リソース、および
関連回線交換（ＣＳ）無線ベアラを追跡することができる。他の実施形態では、ネットワ
ーク要素（例えば、ＵＴＲＡＮ）が、既存のアプリケーション、関連ＰＤＰコンテキスト
、ＱｏＳ、関連ＰＳ無線リソース、および関連ＣＳ無線ベアラを追跡することができる。
アプリケーションが本当にデータ交換を終了し、「終了」指示が送信された後でもＲＣＣ
接続をもはや必要としないことを確実にするように、ＵＥまたはネットワーク要素のうち
のいずれかにおいて遅延を導入することができる。この遅延は、アプリケーションまたは
ＵＥと関連付けられた非活動タイムアウトと同等にすることができる。各アプリケーショ
ンは、独自の非活動タイムアウトを有することができ、したがって、遅延は、アプリケー
ションタイムアウトの全ての複合物となり得る。例えば、Ｅメールアプリケーションは、
５秒間の非活動タイムアウトを有することができるが、アクティブブラウザアプリケーシ
ョンは、６０秒間のタイムアウトを有することができる。遅延はさらに、繰り返しの指示
、状態変更要求の間に導入され得る。アクティブアプリケーションからの全てのそのよう
な指示の複合状態、ならびにいくつかの実施形態での無線リソースプロファイルおよび／
または再送信遅延に基づいて、ＵＥソフトウェアは、適切なコアネットワーク（例えば、
ＰＳドメイン）に対する（例えば、信号伝達接続解放指示または状態変更要求のための）
遷移指示を送信する前に、どれだけ待つべきかを決定する。ネットワーク要素において遅
延が実施された場合、要素は、ＵＥに遷移するかどうか、およびどのようにＵＥに遷移す
るかの決定を行うが、遅延がその経過をたどった後にしか遷移を操作しない。
【００５９】
　非活動タイムアウトは、トラフィックパターン履歴および／またはアプリケーションプ
ロファイルに基づいて動的にすることができる。



(15) JP 2012-257314 A 2012.12.27

10

20

30

40

【００６０】
　ネットワーク要素がＵＥをアイドルモード１１０に遷移する場合、それは図１に図示さ
れるようなＲＲＣ接続モード１２０の任意の段階で起こり得るが、ネットワーク要素は、
ＲＲＣ接続を解放し、ＵＥを図１に図示されるようなアイドルモード１１０にする。これ
はまた、ＵＥが音声電話中にあらゆるパケットデータサービスを行っているときにも適用
可能である。この場合、ネットワークは、ＰＳドメインのみを解放することを選択し、Ｃ
Ｓドメインを維持してもよく、または代替として、何も解放しないことを選択し、代わり
に、ＰＳおよびＣＳドメインの両方を維持してもよい。
【００６１】
　さらなる実施形態では、指示の理由をＵＴＲＡＮに示す遷移指示に、原因を追加するこ
とができる。好ましい実施形態では、原因は、異常な状態が指示を引き起こしたと言う指
示、または要求された遷移の結果として指示がＵＥによって開始されたという指示となり
得る。他の正常な（すなわち、異常ではない）トランザクションもまた、遷移指示の送信
をもたらすことができる。
【００６２】
　さらなる好ましい実施形態では、種々のタイムアウトが、異常な状態に対して遷移指示
を送信させることができる。以下のタイマの実施例は包括的ではなく、他のタイマまたは
異常な状態が可能である。３ＧＰＰ　ＴＳ　２４．００８の１０．２．４７は、タイマＴ
３３１０を以下のように特定する。
【００６３】
【表１】

　このタイマは、付着故障を示すために使用される。付着の故障は、ネットワークの結果
となり得るか、または衝突あるいは不良な無線周波数（ＲＦ）等のＲＦの問題となり得る
。
【００６４】
　付着試行は、複数回発生することができ、付着故障は、所定数の故障または明示的拒絶
のいずれか一方に起因する。
【００６５】
　３ＧＰＰの１０．２．４７の第２のタイマは、以下のように特定されるタイマＴ３３３
０である。
【００６６】
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【表２】

　このタイマは、ルーティングエリア更新故障を示すために使用される。タイマの満了時
に、さらなるルーティングアリア更新を複数回要求することができ、ルーティングエリア
更新故障は、所定数の故障または明示的拒絶のいずれか一方に起因する。
【００６７】
　３ＧＰＰの１０．２．４７の第３のタイマは、以下のように特定されるタイマＴ３３４
０である。
【００６８】
【表３】

　このタイマは、ＧＭＭサービス要求故障を示すために使用される。タイマの満了時に、
さらなるＧＭＭサービス要求を複数回開始することができ、ＧＭＭサービス要求故障は、
所定数の故障または明示的拒絶のいずれか一方に起因する。
【００６９】
　したがって、異常な状態およびＵＥによる解放に限定された遷移指示原因の代わりに、
遷移指示原因は、どのタイマが異常な状態のために故障したかについての情報をさらに含
むことができる。信号伝達接続解放指示が遷移指示として使用される、具体的実施例では
、指示を以下のように構造化することができる。
【００７０】
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【表４】

　このメッセージは、既存の信号伝達接続を解放する要求をＵＴＲＡＮに示すために、Ｕ
Ｅによって使用される。信号伝達解放指示の追加は、ＵＴＲＡＮまたは他のネットワーク
要素が、信号伝達解放指示の原因、それが異常な状態によるものであったかどうか、およ
び異常な状態がどのようなものであったかどうかを受信することを可能にする。信号伝達
解放指示およびＵＥに対する無線リソースプロファイルの受信に基づいて、ＲＲＣ接続解
放手順は、順に、ＵＴＲＡＮにおいて開始されることが許容される。
【００７１】
　この実施例の１つの実施において、ＵＥは、特定のＣＮ（コアネットワーク）ドメイン
に対する上層から、信号伝達接続を解放または中止する要求を受信すると、例えば、ＩＥ
（情報要素）「ＣＮドメインアイデンティティ」で識別される特定のＣＮドメインに対し
て、変数「ＥＳＴＡＢＬＩＳＨＥＤ＿ＳＩＧＮＡＬＬＩＮＧ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮＳ」
が存在する場合に、信号伝達接続解放指示手順を開始する。変数がいずれの既存の信号伝
達接続も識別しなければ、その特定のＣＮドメインに対する信号伝達接続の任意の継続中
の確立が別の方式で中止される。Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨまたはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態での信号伝
達接続解放指示手順の開始時に、ＵＥは、原因「アップリンクデータ伝送」を使用して、
セル更新手順を行う。セル更新手順の完了が成功すると、ＵＥは、次に起こる信号伝達接
続解放指示手順を続ける。
【００７２】
　すなわち、ＵＥは、情報要素（ＩＥ）「ＣＮドメインアイデンティティ」を上位論理層
によって示される値に設定する。ＩＥの値は、上層が行っているその関連信号伝達接続が
解放される、ＣＮドメインを示す。ＣＮドメインアイデンティティがＰＳドメインに設定
された場合、および上層がこの要求を開始する原因を示す場合には、ＩＥ「信号伝達解放
指示原因」が、それに応じて設定される。ＵＥはさらに、変数「ＥＳＴＡＢＬＩＳＨＥＤ
＿ＳＩＧＮＡＬＬＩＮＧ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮＳ」から上層によって示されたアイデン
ティティとの信号伝達接続を除去する。ＵＥは、例えば、認知モード無線リンク制御（Ａ
Ｍ　ＲＬＣ）を使用する専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）上で、信号伝達接続解放指示メッ
セージを伝送する。ＲＬＣによる解放指示メッセージの配信成功の確認時に、手順が終了
する。
【００７３】
　ＩＥ「信号伝達解放指示原因」も、本開示の実施形態に従って使用される。解放原因は
、例えば、既存のメッセージ定義と整合される。上層解放原因メッセージは、例えば、以
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下のように構造化される。
【００７４】
【表５】

この実施例では、Ｔ３３１０、Ｔ３３０、およびＴ３３４０満了は、以前に識別された、
対応する番号のタイマの期限切れに対応する。原因値は、１つの実施では、アイドル遷移
に対する選好のＵＥ指示を除去し、状態遷移時に決定するＵＴＲＡＮを提供するように、
「ＵＥが要求したアイドル遷移」よりもむしろ「ＵＥが要求したＰＳデータセッション終
了」として設定可能であるが、予期された結果は、原因値によって識別されるものに対応
する。信号伝達接続解放指示の拡張は、好ましくは、非臨界拡張であるが、必ずしもそう
ではない。
【００７５】
　ここで図９を参照する。図９は、種々のドメイン（例えば、ＰＳまたはＣＳ）に対する
信号伝達接続解放指示を送信するか否かを監視する例示的ＵＥのフロー図である。過程は
、ステップ９１０で開始する。
【００７６】
　ＵＥは、異常な状態が存在するかどうかを確認するようにチェックする、９１２に遷移
する。そのような異常な状態は、上記で説明されるようなタイマＴ３３１０、タイマＴ３
３２０、またはタイマＴ３３４０の期限切れを含むことができる。これらのタイマがある
所定の回数で満了する場合、またはこれらのタイマのうちのいずれかの満了に基づいて明
示的拒絶が受信された場合、ＵＥは、信号伝達接続解放指示を送信するステップ９１４に
進む。信号伝達接続解放指示メッセージが、信号伝達解放指示原因フィールドに付加され
る。信号伝達解放指示原因フィールドは、少なくとも、信号伝達解放指示が異常な状況ま
たは状態に基づくことを含み、一実施形態は、タイムアウトして異常な状態をもたらした
特定のタイマを含む。
【００７７】
　逆に、ステップ９１２で、異常な状態が存在しないことをＵＥが見出した場合、ＵＥは
、さらなるデータがＵＥで見込まれるかどうかをチェックする、ステップ９２０に進む。
これは、上記で説明されるように、Ｅメールが送信され、Ｅメールの送信の確認がＵＥに
おいて返信されるときを含むことができる。さらなるデータが見込まれないことをＵＥが
決定する場合の他の実施例は、当業者にとって公知であろう。
【００７８】
　ステップ９２０で、データ転送が終了したこと（または回線交換ドメインの場合には通
話が終了したこと）をＵＥが決定した場合、ＵＥは、信号伝達接続解放指示を送信するス
テップ９２２に進み、その場合、信号伝達解放指示原因フィールドが追加され、ＵＥがア
イドル遷移を要求したか、または単にＰＳセッションの終了を示したという事実を含む。
【００７９】
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　ステップ９２０から、データが終了していない場合、ＵＥは、元に戻り、ステップ９１
２で異常な状態が存在するかどうかを、ステップ９２０でデータが終了したかどうかを引
き続きチェックする。
【００８０】
　いったん信号伝達接続解放指示がステップ９１４またはステップ９２２に送信されると
、過程はステップ９３０に進み、終了する。
【００８１】
　ＵＥは、例えば、チェッカーおよび遷移指示送信機を形成する、ＵＥマイクロプロセッ
サの動作を通して、またはハードウェア実装によって実行される、アプリケーションまた
はアルゴリズムによって実装可能な機能的要素を含む。チェッカーは、遷移指示が送信さ
れるべきかどうかをチェックするように構成される。そして、遷移指示送信機は、遷移指
示が送信されるべきであるという送信機による指示に対応する遷移指示を送信するように
構成される。遷移指示は、遷移指示原因フィールドを含んでもよい。
【００８２】
　１つの実施では、ネットワークは、代わりに、暗示的にタイマの時間切れを認識させら
れ、ＵＥは、タイマの時間切れを示す原因値を送信する必要がない。すなわち、タイマは
、ネットワークの承認時に計時を開始する。原因コードが画定され、原因コードは、ネッ
トワークによってＵＥに提供される。そのような原因コードは、タイマを開始するために
ＵＥによって使用される。以前にネットワークによって送信された原因コードが、タイマ
に計時を開始させるにつれて、ネットワークは、タイマの後続の時間切れの理由を暗示的
に認識する。結果として、ＵＥは、タイマの時間切れを示す原因値を送信する必要がない
。
【００８３】
　図９ならびに先述の内容によって示唆されるように、原因は、１）異常な状態、ならび
に２）正常な状態（例えば、ＰＳデータセッション終了および／またはアイドルモードへ
の遷移の要求等の、異常ではない状態）を示すように、遷移指示（例えば、信号伝達接続
解放指示）とともに包含可能で、かつ送信される。したがって、種々の実施では、ＵＥに
おける操作は、異常な状態を示すように、または代替として、アイドル遷移またはＰＳデ
ータセッション終了、すなわち正常動作の要求に対する選好を示すように、遷移指示への
原因の追加を提供する。そのような操作は、当然ながら、異常な状態の指示が行われると
きのみに原因が遷移指示に追加される、ＵＥ操作も含む。そして、逆に、そのような操作
は、正常な、すなわち、異常ではない動作およびトランザクションを示すだけのために、
原因が遷移指示に追加される、ＵＥ操作も含む。すなわち、図９に関して、そのような代
替操作では、もし、ステップ９１２で、異常な状態が存在する場合は、「はい」の分岐が
ステップ９１４に運ばれる一方で、異常な状態が存在しない場合は、ＵＥは終了ステップ
９３０に直接進む。逆に、他方のそのような代替操作では、開始ステップ９１２の後に、
経路がデータ終了ステップ９２０に直接運ばれる。データが終了している場合、「はい」
の分岐がステップ９２０に運ばれ、その後、ステップ９３０に運ばれる。データがステッ
プ９２０において終了していない場合、いずれの分岐も同ステップ、すなわち、ステップ
９２０に戻されない。
【００８４】
　図１０を参照して、ネットワーク要素がステップ１０１０で遷移指示を受信すると（例
えば、示されるような信号伝達接続解放指示）、ネットワーク要素は、ステップ１０１４
で、もし存在すれば遷移指示原因フィールドを検査し、ステップ１０１６で、原因が異常
な原因であるかどうか、または、それがアイドル遷移および／またはＰＳデータセッショ
ン終了を要求するＵＥによるものであるかどうかをチェックする。もし、ステップ１０１
６で、信号伝達接続解放指示が異常な原因であれば、ネットワークノードは、性能監視お
よびアラーム監視の目的でアラームが留意される、ステップ１０２０に進む。主要性能イ
ンジケータを適切に更新することができる。
【００８５】
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　逆に、もし、ステップ１０１６で、遷移指示（例えば、信号伝達接続解放指示）の原因
が異常な状態の結果ではない、または言い換えれば、ＰＳデータセッション終了またはア
イドル遷移を要求するＵＥの結果であれば、ネットワークノードは、いずれのアラームも
起こらず、指示を性能統計からフィルタにかけることができる、ステップ１０３０に進み
、それにより、性能統計が歪曲されることを防止する。ステップ１０２０またはステップ
１０３０から、ネットワークノードは、過程が終了するステップ１０４０に進む。
【００８６】
　ＵＥに対する無線リソースプロファイルに基づく、遷移指示の受信または検査は、パケ
ット交換データ接続終結のネットワーク要素による開始、または代替として、別のより好
適な状態への遷移をもたらしてもよい。
【００８７】
　上記で示唆されるように、いくつかの実施では、遷移指示の原因の欠如はまた、遷移指
示が正常または異常な状態の結果であるかどうか、およびアラームを起こさなければなら
ないか否かを決定するために、使用されてもよい。例えば、正常な状態（すなわち、例え
ば、ＰＳデータセッション終了および／またはアイドルモードへの遷移の要求等に関して
、異常ではない）を表すためだけに原因が追加され、原因が追加されていない遷移指示を
ネットワーク要素が受信する場合、ネットワーク要素は、原因の欠如から、遷移指示が異
常な状態の結果であることを推測し、アラームを起こし得る。逆に、別の実施例では、異
常な状態を表すためだけに原因が追加され、ネットワーク要素が原因のない遷移指示を受
信する場合、ネットワーク要素は、原因の欠如から、遷移指示が正常な状態（例えば、Ｐ
Ｓデータセッッション終了および／またはアイドルモードへの遷移の要求）の結果である
ことを推測し、アラームを起こし得ない。
【００８８】
　当業者によって理解されるように、ステップ１０２０は、種々のアラーム状態をさらに
区別するために使用することができる。例えば、Ｔ３３１０タイムアウトは、第１の一式
の統計値を保つために使用することができ、Ｔ３３３０タイムアウトは、第２の一式の統
計値を保つために使用することができる。ステップ１０２０は、異常な状態の原因を区別
するために使用することができ、それにより、ネットワーク操作者が性能をより効率的に
追跡することを可能にする。
【００８９】
　ネットワークは、例えば、検査器およびアラーム発生器を形成する、プロセッサの動作
を通して、またはハードウェア実装によって実行される、アプリケーションまたはアルゴ
リズムによって実装可能な機能的要素を含む。検査器は、遷移指示の遷移指示原因フィー
ルドを検査するように構成される。検査器は、遷移指示原因フィールドが異常な状態を示
すかどうかをチェックする。アラーム発生器は、信号伝達接続解放指示原因フィールドが
異常な状態を示すことを検査器による検査が決定した場合に、選択的にアラームを生成す
るように構成される。
【００９０】
　１つの実施では、信号伝達接続解放指示の受信時に、ＵＴＲＡＮは、受信される原因と
、信号伝達接続の解放のための上層からの要求とを転送する。次いで、上層は、信号伝達
接続の解放を開始することができる。ＩＥ信号伝達解放指示原因は、ＵＥのＲＣＣを誘起
してメッセージを送信するように、ＵＥの上層の原因を示す。原因は、異常な上層の手順
の結果である可能性が高い。メッセージの原因の区別は、ＩＥの受信成功を通して確保さ
れる。
【００９１】
　可能なシナリオは、信号伝達接続解放指示メッセージの配信成功のＲＬＣによる確認の
前に、信号伝達無線ベアラＲＢ２上でＲＬＣエンティティの伝送側の確立が発生する、シ
ナリオを含む。そのような発生の場合、ＵＥは、例えば、信号伝達無線ベアラＲＢ２上の
ＡＭ　ＲＬＣを使用するアップリンクＤＣＣＨ上で、信号伝達接続解放指示メッセージを
再伝送する。信号伝達接続解放指示または要求メッセージの配信成功のＲＬＣによる確認
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の前に、ＵＴＲＡＮ手順からのＲＡＴ（無線アクセス技術）間ハンドオーバが発生する場
合では、ＵＥは、新規ＲＡＴであるときに信号伝達接続を中止する。
【００９２】
　さらなる実施形態では、「信号伝達接続解放指示または要求」の代わりに、「好ましい
状態要求」を利用することができる。上記の図９および１０で説明されるものと同様の機
能性が、この好ましい状態要求に適用可能となる。
【００９３】
　一実施形態では、好ましい状態要求指示は、延長された期間に対して、これ以上ＰＳド
メインデータを送信する必要がなさそうな場合と、例えば、ＣＳドメインデータがない場
合に、好ましいＲＲＣ状態についての情報をＵＴＲＡＮに与えるためにＵＥによって使用
される。このようなメッセージは、例えば、ＡＭ　ＰＬＣを用いるＤＣＣＨ上で、ＵＥか
からＵＴＲＡＮに送信される。例示的なメッセージは以下に示される。
【００９４】
【表６】

　好ましいＲＲＣ状態指示原因情報要素は、トリガ（例えば、アプリケーショントリガ、
データ転送完了または本明細書に記載される他のトリガ）の後に、好ましいＲＲＣ状態に
ついての情報をＵＴＲＡＮに提供するために、ＵＥによって使用される。ＩＥは、以下の
ようになり得る。
【００９５】

【表７】

　ここで図２０を参照する。図２０は、好ましい状態要求がＵＥからＵＴＲＡＮに送信さ
れる実施形態を図示する。過程は、ステップ２０１０から開始し、ＵＥにおける状態が、
状態変更要求を送信するのに適切であるかどうかを決定するように、チェックがＵＥ上で
行われるステップ２０１２に進む。そのような状態は、例えば、以下の図１１を参照して
、本開示で説明され、ＵＥ上で１つ以上のアプリケーションを含むことができ、それらが
データ交換を終了したことを決定する。
【００９６】
　もし、ステップ２０１２で、状態が、状態変更要求を送信するのに適切でなければ、過
程は、元に戻って、状態が、状態変更要求を送信するのに適切となるまで引き続き監視す
る。
【００９７】
　いったん状態が適切になると、過程はステップ２０２０に進み、ここでは好ましい状態
要求がＵＴＲＡＮに送信される。例示的な好ましい状態要求を上記の表に示す。
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【００９８】
　次いで、過程は、好ましい状態要求が成功したかどうかを決定するようにチェックが行
われるステップ２０２２に進む。当業者によって理解されるように、これは、ＵＴＲＡＮ
が好ましい状態要求の受信に成功し、ＵＥによって示される状態へ状態遷移を開始したこ
とを意味し得る。「はい」であれば、過程は、ステップ２０３０に進み、終了する。
【００９９】
　逆に、ステップ２０２２で、要求が成功しなかったと決定された場合、過程は、ステッ
プ２０２４に進み、ある期間にわたって待機する。そのような待機は、所与の期間が経過
する前に携帯電話が別の好ましい状態要求を送信できないようにする、「阻止期間」を使
用して、実施することができる。代替として、過程は、好ましい状態要求の数を所定の期
間内で限定することができる（例えば、１０分で１５以下のメッセージ）。阻止期間およ
び所与の期間内のメッセージの数の限定の組み合わせも、可能である。
【０１００】
　期間は、基準において定義される値等、あらかじめ決定され得、例えば、ＲＲＣ接続要
求メッセージ、ＲＲＣ接続設定メッセージ、ＲＲＣ接続解放、無線ベアラ設定、システム
情報同報通信メッセージの一部として、ネットワーク要素によって設定することができる
。さらに、期間は、遷移指示メッセージ内のパラメータに基づいて設定することができる
。したがって、期間は、ＵＥがアイドルよりもむしろＣｅｌｌ＿ＰＣＨへの遷移を要求し
ている場合に、より長くなり得る。
【０１０１】
　ネットワーク要素による期間の信号伝達は、以下のような情報要素の形を取ることがで
きる。
【０１０２】
【表８】

　いったん過程がステップ２０２４で所定の時間にわたって待機すると、過程は、ステッ
プ２０１２に戻って、好ましい状態要求を送信するための条件が依然として存在するかど
うかを決定する。もし「はい」であれば、過程は、ステップ２０２０および２０２２に戻
る。
【０１０３】
　代替の実施形態において、ステップ２０２２は取り除かれ得る。この場合には、過程は
、ステップ２０１２からステップ２０２０および２０２４に進み、ここで、過程はステッ
プ２０１２に戻る。
【０１０４】
　ＲＬＣ再確立またはＲＡＴ間変更に例外が発生してもよい。遷移指示メッセージの配信
成功がＲＬＣによって確認される前に、ＲＬＣエンティティの伝送側の再確立が発生した
場合、一実施形態では、ＵＥは、ＡＭ　ＲＬＣを使用するアップリンクＤＣＣＨ上で遷移
指示メッセージを伝送する。
【０１０５】
　一実施形態では、遷移指示メッセージの配信成功がＲＬＣによって確認される前に、Ｕ
ＴＲＡＮ手順からのＲＡＴ間ハンドオーバが発生した場合、ＵＥは、新規ＲＡＴにある間
に信号伝達接続を中止する。
【０１０６】
　ネットワーク側では、過程は、以下の図１８を参照して説明されるものと同様に取り扱
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われる。
【０１０７】
　再度、図１を参照すると、アイドルモード１１０よりもＵＲＡ＿ＰＣＨ状態１２８等の
接続モード１２０であることが望ましくてもよい。例えば、接続モード１２０におけるＣ
ＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４への接続の待ち時間が低
くなる必要がある場合、接続モード１２０のＰＣＨ状態であることが好ましい。例えば、
３ＧＰＰ仕様書を変更して、ＵＥが特定の状態（例えば、この場合はＵＲＡ＿ＰＣＨ状態
１２８）にすることをＵＴＲＡＮに要求できるようにすること等によって、これを達成す
る多数の方法がある。
【０１０８】
　代替として、接続マネージャは、ＲＣＣ接続が現在どのような状態であるか等の他の要
因を考慮に入れてもよい。もし、例えば、ＲＲＣ接続がＵＲＡ＿ＰＣＨ状態であれば、ア
イドルモード１１０にする必要がないことを決定してもよく、したがって、いずれの信号
伝達接続解放手順も開始されない。
【０１０９】
　さらなる代替案では、ネットワーク要素（例えば、ＵＴＲＡＮ）が、ＲＣＣ接続が現在
どのような状態であるか等の他の考慮を自ら考慮にいれてもよく、もし、例えば、ＲＲＣ
接続がＵＲＡ＿ＰＣＨ状態であれば、アイドルモード１１０にする必要がないことを決定
し、接続を解放する代わりに、単にＵＥをより好適な状態に遷移させてもよい。
【０１１０】
　図４を参照する。図４Ａは、上記の基礎構造の「４」実施例による、現在のＵＭＴＳ実
装を示す。図４に図示されるように、時間は水平軸にわたっている。
【０１１１】
　ＵＥは、ＲＲＣアイドル状態１１０で起動し、伝送される必要のあるローカルデータ、
またはＵＴＲＡＮから受信されるページに基づいて、ＲＲＣ接続を確立し始める。
【０１１２】
　図４Ａに図示されるように、ＲＲＣ接続設定３１０が最初に発生することができ、ＲＲ
Ｃ状態は、この期間中では接続状態４１０である。
【０１１３】
　次に、信号伝達接続設定３１２、暗号化および完全性設定３１４、および無線ベアラ設
定３１６が発生する。ＲＲＣ状態は、この間においてＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２である
。図４Ａに図示されるように、ＲＲＣアイドルから無線ベアラが設定される時間まで移動
するための時間は、この実施例では約２秒である。
【０１１４】
　次に、データが交換される。図４Ａの実施例では、これは約２～４秒で達成され、ステ
ップ４２０によって図示される。
【０１１５】
　データがステップ４２０で交換された後、必要に応じた断続的ＲＬＣ信号伝達ＰＤＵを
除いて、いずれのデータも交換されず、したがって、無線リソースは、約１０秒後により
低いデータ転送速度のＤＣＨ構成となるように、ネットワークによって再構成される。こ
れは、ステップ４２２および４２４で図示される。
【０１１６】
　より低いデータ転送速度のＤＣＨ構成では、１７秒にわたって何も受信されず、その時
点で、ＲＲＣ接続がステップ４２８でネットワークによって解放される。
【０１１７】
　いったんＲＲＣ接続解放がステップ４２８で開始されると、ＲＲＣ状態は、約４０ミリ
秒間の切断状態４３０に進み、その後、ＵＥはＲＲＣアイドル状態１１０である。
【０１１８】
　同様に図４Ａに図示されるように、ＲＲＣがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２である期間に
わたって、ＵＥ電流消費が図示される。ここで見られるように、電流消費は、ＣＥＬＬ＿
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ＤＣＨ状態の期間全体にわたって、約２００～３００ミリアンペアである。切断およびア
イドル中に、１．２８秒のＤＲＸサイクルを仮定すると、約３ミリアンペアが利用される
。しかしながら、２００～３００ミリアンペアにおける３５秒の電流消費がバッテリ上で
排出している。
【０１１９】
　ここで、図４Ｂを参照する。図４Ｂは、ここでは信号伝達接続解放のみを実施する、上
記からの同じ例示的基礎構造「４」を利用する。
【０１２０】
　図４Ｂに図示されるように、同じ設定ステップ３１０、３１２、３１４、および３１６
が発生し、これは、ＲＲＣアイドル状態１１０とＲＲＣ　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２と
の間で移動するときに同じ時間量を要する。
【０１２１】
　さらに、図４Ａのステップ４２０での例示的Ｅメールに対するＲＲＣデータＰＤＵ交換
は、図４Ｂでも行われ、これは、約２～４秒かかる。
【０１２２】
　図４Ｂの実施例のＵＥには、図４Ｂの実施例では２秒であり、ステップ４４０によって
図示される、アプリケーション特有の非活動タイムアウトがある。特定の時間量にわたっ
て非活動があると接続マネージャが決定した後に、ＵＥは、この場合、ステップ４４２で
の信号伝達接続解放指示である、遷移指示を送信し、ステップ４４８では、ネットワーク
は、指示の受信およびＵＥに対する無線リソースプロファイルに基づいて、ＲＲＣ接続を
解放するように進む。
【０１２３】
　図４Ｂで図示されるように、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨステップ１２２中の電流消費は、依然と
して約２００～３００ミリアンペアである。しかしながら、接続時間は、わずか約８秒で
ある。当業者によって理解されるように、携帯電話がセルＤＣＨ状態１２２のままである
、かなり短い時間量は、ＵＥデバイスにとって有意なバッテリ節約をもたらす。
【０１２４】
　ここで、図５を参照する。図５は、基礎構造「３」として上記で示される基礎構造を使
用して、第２の実施例を示す。図４Ａおよび４Ｂと同様に、約２秒かかる接続設定が発生
する。これは、ＲＲＣ接続設定３１０、信号伝達接続設定３１２、暗号化および完全性設
定３１４、および無線ベアラ設定３１６を必要とする。
【０１２５】
　この設定中に、ＵＥは、ＲＲＣアイドルモード１１０からＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２
になり、その間にＲＲＣ状態接続ステップ４１０を伴う。
【０１２６】
　図４Ａと同様に、図５Ａでは、ＲＬＣデータＰＤＵ交換がステップ４２０で発生し、図
５Ａの実施例では、２～４秒かかる。
【０１２７】
　基礎構造３によれば、ＲＬＣ信号伝達ＰＤＵ交換は、必要に応じた断続的ＲＬＣ信号伝
達ＰＤＵを除いて、いずれのデータも受信せず、したがって、ステップ４２２で５秒の期
間にわたってアイドルであり、その時点で、無線リソースは、ＵＥをＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状
態１２２からＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４に再構成する。これは、ステップ４５０で行
われる。
【０１２８】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４では、ＲＬＣ信号伝達ＰＤＵ交換は、この場合は３０秒
である所定の時間量にわたって、必要に応じた断続的ＲＬＣ信号伝達ＰＤＵを除いて、い
ずれのデータもないことを見出し、その時点で、ネットワークによるＲＲＣ接続解放がス
テップ４２８で行われる。
【０１２９】
　図５Ａで見られるように、これは、ＲＲＣ状態をアイドルモード１１０にする。
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【０１３０】
　図５Ａでさらに見られるように、ＤＣＨモード中の電流消費は、２００～３００ミリア
ンペアの間である。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４になるとき、電流消費は、約１２０～
１８０ミリアンペアまで低下する。ＲＲＣコネクタが解放され、ＲＲＣがアイドルモード
１１０になった後、電力消費は、約３ミリアンペアである。
【０１３１】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態１２４である、ＵＴＲＡ　
ＲＲＣ接続モード状態は、図５Ａの実施例では約４０秒にわたって続く。
【０１３２】
　ここで、図５Ｂを参照する。図５Ｂは、ＲＲＣ接続設定３１０、信号伝達接続設定３１
２、暗号化完全性設定３１４、および無線ベアラ設定３１６を得るように、約２秒の同じ
接続時間を伴う、図５Ａと同じ基礎構造「３」を図示する。さらに、ＲＬＣデータＰＤＵ
交換４２０は、約２～４秒かかる。
【０１３３】
　図４Ｂと同様に、ＵＥアプリケーションは、ステップ４４０で特定の非活動タイムアウ
トを検出し、その時点で、遷移指示（例えば、信号伝達接続解放指示４４２）がＵＥによ
って送信され、結果として、ネットワークがステップ４４８でＲＲＣ接続を解放する。
【０１３４】
　図５Ｂでさらに見ることができるように、ＲＲＣは、アイドルモード１１０で起動し、
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に進むことなくＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２になる。
【０１３５】
　図５Ｂでさらに見られるように、電流消費は、図５の実施例によれば約８秒である、Ｒ
ＲＣ段階がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態１２２である時間では、約２００～３００ミリアンペア
である。
【０１３６】
　したがって、図４Ａと４Ｂ、および図５Ａと５Ｂとの間の比較は、有意量の電流消費が
排除され、それにより、ＵＥのバッテリ寿命を延長することを示す。当業者によって理解
されるように、上記はさらに、現在の３ＧＰＰ仕様書との関連で使用することができる。
【０１３７】
　ここで、図６を参照する。図６は、ＵＭＴＳネットワーク用のプロトコルスタックを図
示する。
【０１３８】
　図６で見られるように、ＵＭＴＳは、ＣＳ制御プレーン６１０、ＰＳ制御プレーン６１
１、およびＰＳユーザプレーン６３０を含む。
【０１３９】
　これら３つのプレーン内には、非アクセス層（ＮＡＳ）部分６１４およびアクセス層部
分６１６が存在する。
【０１４０】
　ＣＳ制御プレーン６１０におけるＮＡＳ部分６１４は、呼制御（ＣＣ）６１８、付加サ
ービス（ＳＳ）６２０、およびショートメッセージサービス（ＳＭＳ）６２２を含む。
【０１４１】
　ＰＳ制御プレーン６１１におけるＮＡＳ部分６１４は、モビリティ管理（ＭＭ）および
ＧＰＲＳモビリティ管理（ＧＭＭ）６２６の両方を含む。それはさらに、セッション管理
／無線アクセスベアラ管理ＳＭ／ＲＡＢＭ６２４およびＧＳＭＳ６２８を含む。
【０１４２】
　ＣＣ６１８は、回線交換サービス用の呼管理信号伝達を提供する。ＳＭ／ＲＡＢＭ６２
４のセッション管理は、ＰＤＰテキスト有効化、無効化、および修正を提供する。ＳＭ／
ＲＡＢＭ６２４はまた、サービス交渉の質も提供する。
【０１４３】
　ＳＭ／ＲＡＢＭ６２４のＲＡＢＭ部分の主要機能は、ＰＤＰコンテキストを無線アクセ
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スベアラに接続することである。したがって、ＳＭ／ＲＡＢＭ６２４は、無線リソースの
設定、修正、および解放に関与している。
【０１４４】
　ＣＳ制御プレーン６１０およびＰＳ制御プレーン６１１は、アクセス層６１６において
、無線リソース制御（ＲＲＣ）６１７の上に位置する。
【０１４５】
　ＰＳユーザプレーン６３０におけるＮＡＳ部分６１４は、アプリケーション層６３８、
ＴＣＰ／ＵＤＰ層６３６、およびＰＤＰ層６３４を含む。ＰＤＰ層６３４は、例えば、イ
ンターネットプロトコル（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／ＩＰ）を含むことがで
きる。
【０１４６】
　アクセス層６１６は、ＰＳユーザプレーン６３０において、パケットデータ集中プロト
コル（ＰＤＣＰ）６３２を含む。ＰＤＣＰ６３２は、（図８で見られるように）ＷＣＤＭ
Ａプロトコルを、ＵＥとＲＮＣとの間でＴＣＰ／ＩＰプロトコルを運ぶのに好適にするよ
うに設計され、随意で、ＩＰトラッフィック流プロトコルヘッダ圧縮および復元用のもの
である。
【０１４７】
　ＵＭＴＳ無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ／ＲＬＣ）６４０お
よび媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ／ＭＡＣ）層６５
０は、ＵＭＴＳ無線インターフェースのデータリンク副層を形成し、ＲＮＣノードおよび
ユーザ機器上に存在する。
【０１４８】
　層１（Ｌ１）のＵＭＴＳ層（物理層６６０）は、ＲＬＣ／ＭＡＣ層６４０および６５０
の下側にある。この層は、通信用の物理層である。
【０１４９】
　上記は、種々のモバイルまたはワイヤレスデバイス上に実装することができるが、１つ
のモバイルデバイスの実施例を、図７に関して以下で概説する。ここで、図７を参照する
。
【０１５０】
　ＵＥ７００は、好ましくは、少なくとも音声およびデータ通信能力を有する、双方向ワ
イヤレス通信デバイスである。ＵＥ７００は、好ましくは、インターネット上で他のコン
ピュータシステムと通信する能力を有する。提供される正確な機能性に応じて、ワイヤレ
スデバイスは、例として、データメッセージングデバイス、双方向ポケットベル、ワイヤ
レスＥメールデバイス、データメッセージング能力付きの携帯電話、ワイヤレスインター
ネット機器、またはデータ通信デバイスと呼ばれてもよい。
【０１５１】
　ＵＥ７００は、双方向通信に有効である場合、受信器７１２および送信器７１４の両方
、ならびに、１つ以上の、好ましくは、組み込まれた、または内部のアンテナ要素７１６
および７１８、局部発振器（ＬＯ）７１３、およびデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）７
２０等の処理モジュール等の、関連構成要素を含む、通信サブシステム７１１を組み込む
。通信の当業者にとって明白となるように、通信サブシステム７１１の特定の設計は、デ
バイスが動作することを目的とする通信ネットワークに依存する。例えば、ＵＥ７００は
、ＧＰＲＳネットワークまたはＵＭＴＳネットワーク内で動作するように設計される、通
信サブシステム７１１を含んでもよい。
【０１５２】
　ネットワークアクセス要件もまた、ネットワーク７１９の種類に応じて変動する。例え
ば、ＵＭＴＳおよびＧＰＲＳネットワークでは、ネットワークアクセスは、ＵＥ７００の
加入者またはユーザと関連付けられる。したがって、例えば、ＧＰＲＳモバイルデバイス
は、ＧＰＲＳネットワーク上で動作するために、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード
を必要とする。ＵＭＴＳでは、ＵＳＩＭまたはＳＩＭモジュールが必要とされる。ＣＤＭ
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Ａでは、ＲＵＩＭカードまたはモジュールが必要とされる。これらは、本明細書では、Ｕ
ＩＭインターフェースと呼ばれる。有効なＵＩＭインターフェースがないと、モバイルデ
バイスは、完全には機能しない場合がある。ローカルまたは非ネットワーク通信機能、な
らびに緊急通話等の法的に必要な機能（もしあれば）が利用可能であってもよいが、モバ
イルデバイス７００は、ネットワーク７００上の通信を伴う、任意の他の機能を実行する
ことができなくなる。ＵＩＭインターフェース７４４は、通常、ディスケットまたはＰＣ
ＭＣＩＡカードのように、カードを挿入し、取り出すことができる、カードスロットと同
様である。ＵＩＭカードは、約６４Ｋのメモリを有し、多くの主要構成７５１と、識別お
よび加入者関連情報等の他の情報７５３とを保持することができる。
【０１５３】
　必要なネットワーク登録または有効化手順が完了すると、ＵＥ７００は、ネットワーク
７１９上で通信信号を送受信してもよい。通信ネットワーク７１９を通してアンテナ７１
６によって受信される信号は、信号増幅、周波数下方変換、チャネル選択、および同等物
等の一般的な受信器機能、および図７に示された実施例のシステムでは、アナログ・デジ
タル（Ａ／Ｄ）変換を行ってもよい、受信器７１２への入力である。受信された信号のＡ
／Ｄ変換は、ＤＳＰ７２０で行われる復調および復号等の、より複雑な通信機能を可能に
する。同様に、伝送される信号は、例えば、ＤＳＰ７２０による復調および復号を含んで
処理され、デジタル・アナログ変換、周波数上方変換、フィルタリング、増幅、およびア
ンテナ７１８を介した通信ネットワーク７１９上の伝送のために、送信器７１４に入力さ
れる。ＤＳＰ７２０は、通信信号を処理するだけでなく、受信器および送信器制御も提供
する。例えば、受信器７１２および送信器７１４において通信信号に適用される利得は、
ＤＳＰ７２０において実装される自動利得制御アルゴリズムを通して、適応的に制御され
てもよい。
【０１５４】
　ネットワーク７１９はさらに、サーバ７６０および他の要素（図示せず）を含む、複数
のシステムと通信してもよい。例えば、ネットワーク７１９は、種々のサービスレベルを
伴う種々のクライアントに適応するために、企業システムおよびウェブクライアントシス
テムの両方と通信してもよい。
【０１５５】
　ＵＥ７００は、好ましくは、デバイスの全体的動作を制御する、マイクロプロセッサ７
３８を含む。少なくともデータ通信を含む、通信機能は、通信サブシステム７１１を通し
て果たされる。マイクロプロセッサ７３８はまた、ディスプレイ７２２、フラッシュメモ
リ７２４、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）７２６、補助入力／出力（Ｉ／Ｏ）サブシ
ステム７２８、シリアルポート７３０、キーボード７３２、スピーカ７３４、マイクロフ
ォン７３６、短距離通信サブシステム７４０、および、概して７４２と指定される任意の
他のデバイスサブステム等の、さらなるデバイスサブシステムとも相互作用する。
【０１５６】
　図７に示されたサブシステムのうちのいくつかは、通信関連機能を果たすが、他のサブ
システムは、「常駐」またはオンデバイス機能を提供してもよい。明白に、例えば、キー
ボード７３２およびディスプレイ７２２等のいくつかのサブシステムは、通信ネットワー
ク上で伝送するためのテキストメッセージの入力等の通信関連機能と、計算機またはタス
クリスト等のデバイス常駐機能との両方に使用されてもよい。
【０１５７】
　マイクロプロセッサ７３８によって使用されるオペレーティングシステムソフトウェア
は、好ましくは、代わりに読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）または同様の記憶要素（図示せ
ず）であってもよい、フラッシュメモリ７２４等の持続的記憶部に記憶される。当業者で
あれば、オペレーティングシステム、特定のデバイスアプリケーション、またはその部分
は、ＲＡＭ７２６等の揮発性メモリに一時的に取り込まれてもよいことを理解するであろ
う。受信された通信信号もまた、ＲＡＭ７２６に記憶されてもよい。さらに、一意の識別
子もまた、好ましくは読み取り専用メモリに記憶される。
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【０１５８】
　示されるように、フラッシュメモリ７２４は、コンピュータプログラム７５８と、プロ
グラムデータ記憶部７５０、７５２、７５４、および７５６との両方に対する異なるエリ
アに分離することができる。これらの異なる記憶型は、各プログラムが、独自のデータ記
憶要件のためにフラッシュメモリ７２４の一部分を割り当てることができることを示す。
マイクロプロセッサ７３８は、そのオペレーティングシステム機能に加えて、好ましくは
、モバイルデバイス上でのソフトウェアアプリケーションの実行を可能にする。例えば、
少なくともデータおよび音声通信アプリケーションを含む、基本動作を制御する所定の一
式のアプリケーションが、通常、製造中にＵＥ７００にインストールされる。好ましいソ
フトウェアアプリケーションは、Ｅメール、カレンダーイベント、音声メール、約束、お
よびタスクアイテム等であるが、それらに限定されない、モバイルデバイスのユーザに関
するデータアイテムを整理および管理する能力を有する、個人情報マネージャ（ＰＩＭ）
アプリケーションであってもよい。当然ながら、１つ以上のメモリ記憶部が、ＰＩＭデー
タアイテムの記憶を促進するようにモバイルデバイス上で利用可能となる。そのようなＰ
ＩＭアプリケーションは、好ましくは、ワイヤレスネットワーク７１９を介してデータア
イテムを送受信する能力を有する。好ましい実施形態では、ＰＩＭデータアイテムは、ワ
イヤレスネットワーク７１９を介して、途切れなく統合、同期化、および更新され、モバ
イルデバイスユーザの対応するデータアイテムが、記憶されるか、またはホストコンピュ
ータシステムと関連付けられる。さらなるアプリケーションもまた、ネットワーク７１９
、補助Ｉ／Ｏサブシステム７２８、シリアルポート７３０、短距離通信サブシステム７４
０、または任意の他の好適なサブシステム７４２を通して、モバイルデバイス７００上に
搭載され、マイクロプロセッサ７３８による実行のために、ＲＡＭ７２６、または好まし
くは不揮発性記憶部（図示せず）に、ユーザによってインストールされてもよい。アプリ
ケーションのインストールにおける、そのような融通性は、デバイスの機能性を増加させ
、強化オンデバイス機能、通信関連機能、または両方を提供してもよい。例えば、安全な
通信アプリケーションは、電子商取引機能および他のそのような金融取引が、ＵＥ７００
を使用して行われることを可能にしてもよい。しかしながら、これらのアプリケーション
は、上記によれば、多くの場合において、通信事業社によって承認される必要がある。
【０１５９】
　データ通信モードでは、テキストメッセージまたはウェブページダウンロード等の受信
された信号は、通信サブシステム７１１によって処理され、好ましくは、ディスプレイ７
２２に、または代替として補助Ｉ／Ｏデバイス７２８に出力するために、受信された信号
をさらに処理する、マイクロプロセッサ７３８に入力される。ＵＥ７００のユーザはまた
、ディスプレイ７２２、およびおそらく補助Ｉ／Ｏデバイス７２８と併せて、例えば、好
ましくは、完全英数字キーボードまたは電話型キーパッドである、キーボード７３２を使
用して、Ｅメールメッセージ等のデータアイテムを構成してもよい。次いで、そのような
構成されたアイテムは、通信サブシステム７１１を通して通信ネットワーク上で伝送され
てもよい。
【０１６０】
　音声通信については、受信された信号が、好ましくはスピーカ７３４に出力され、伝送
するための信号が、マイクロフォン７３６によって生成されることを除いて、ＵＥ７００
の全体的動作は同様である。音声メッセージ録音サブシステム等の、代替的な音声または
オーディオＩ／Ｏサブシステムもまた、ＵＥ７００上に実装されてもよい。音声またはオ
ーディオ信号出力は、好ましくは、主にスピーカ７３４を通して達成されるが、ディスプ
レイ７２２もまた、例えば、発呼者の身元、音声電話の持続時間、または他の音声電話関
連情報の指示を提供するために使用されてもよい。
【０１６１】
　図７のシリアルポート７３０は、通常、ユーザのデスクトップコンピュータ（図示せず
）との同期化が望ましくてもよい、携帯情報端末（ＰＤＡ）型モバイルデバイスで実装さ
れる。そのようなポート７３０は、外部デバイスまたはソフトウェアアプリケーションを
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通して、ユーザが選好を設定することを可能にし、ワイヤレス通信ネットワーク以外を通
して、ＵＥ７００への情報またはソフトウェアダウンロードを提供することによって、モ
バイルデバイス７００の能力を拡張する。例えば、直接的であり、したがって確実かつ信
頼されている接続を通して、暗号化キーをデバイスに搭載し、それにより、安全なデバイ
ス通信を可能にするために、代替ダウンロード経路が使用されてもよい。
【０１６２】
　代替として、シリアルポート７３０は、他の通信に使用することができ、かつユニバー
サルシリアルバス（ＵＳＢ）ポートとして含むことができる。インターフェースがシリア
ルポート７３０と関連付けられる。
【０１６３】
　短距離通信サブシステム等の、他の通信サブシステム７４０は、ＵＥ７００と、必ずし
も同様のデバイスである必要はない、異なるシステムまたはデバイスとの間の通信の通信
を提供してもよい、さらなるオプションの構成要素である。例えば、サブシステム７４０
は、同様に有効化されたシステムおよびデバイスとの通信を提供するように、赤外線デバ
イスならびに関連回路および構成要素、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈＴＭ通信モジュールを
含んでもよい。
【０１６４】
　ここで、図８を参照する。図８は、ワイヤレス通信ネットワークを通して通信するＵＥ
８０２を含む、通信システム８００のブロック図である。
【０１６５】
　ＵＥ８０２は、１つまたは複数のノードＢ８０６とワイヤレスで通信する。各ノードＢ
８０６は、エアインターフェース処理およびいくつかの無線リソース管理機能に関与して
いる。ノードＢ８０６は、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワークにおけるベーストランシーバ基
地局と同様の機能性を提供する。
【０１６６】
　図８の通信システム８００において示されるワイヤレスリンクは、１つ以上の異なるチ
ャネル、典型的には、異なる無線周波数（ＲＦ）チャネル、およびワイヤレスネットワー
クとＵＥ８０２との間で使用される関連プロトコルを表す。Ｕｕエアインターフェース８
０４は、ＵＥ８０２とノードＢ８０６との間で使用される。
【０１６７】
　ＲＦチャネルは、典型的には、帯域幅全体の制限およびＵＥ８０２の限定されたバッテ
リ電力により、節約されなければならない、限定されたリソースである。当業者であれば
、実際の実践でのワイヤレスネットワークは、ネットワーク範囲の所望の全体的拡張に応
じて、数百のセルを含んでもよい。全ての関連構成要素は、複数のネットワークコントロ
ーラによって制御される、複数のスイッチおよびルータ（図示せず）によって接続されて
もよい。
【０１６８】
　各ノードＢ８０６は、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）８１０と通信する。Ｒ
ＮＣ８１０は、そのエリアでの無線リソースの制御に関与している。１つのＲＮＣ８１０
は、複数のノードＢ８０６を制御する。
【０１６９】
　ＵＭＴＳネットワークにおけるＲＮＣ８１０は、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワークにおけ
る基地局コントローラ（ＢＳＣ）機能と同等の機能を提供する。しかしながら、ＲＮＣ８
１０は、ＭＳＣおよびＳＧＳＮを伴うことなく、例えば、自律ハンドオーバ管理を含む、
さらなる知能を含む。
【０１７０】
　ノードＢ８０６とＲＮＣ８１０との間で使用されるインターフェースは、ｌｕｂインタ
ーフェース８０８である。３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．４３３　Ｖ３．１１．０（２００２－
０９）および３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．４３３　Ｖ５．７．０（２００４－０１）で定義さ
れるように、ＮＢＡＰ（ノードＢアプリケーション部）信号伝達プロトコルが主に使用さ
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れる。
【０１７１】
　ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）８２０は、ＲＮＣ８１０
、ノードＢ８０６、およびＵｕエアインターフェース８０４を備える。
【０１７２】
　回線交換トラフィックは、携帯電話交換センター（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ
　Ｃｅｎｔｒｅ／ＭＳＣ）８３０に経路指定される。ＭＳＣ８３０は、電話をかけ、加入
者から、またはＰＳＴＮ（図示せず）からデータを取り入れ、受信する、コンピュータで
ある。
【０１７３】
　ＲＮＣ８１０とＭＳＣ８３０との間のトラフィックは、Ｉｕ－ＣＳインターフェース８
２８を使用する。Ｉｕ－ＣＳインターフェース８２８は、ＵＴＲＡＮ８２０とコア音声ネ
ットワークとの間で（典型的には）音声トラフィックおよび信号伝達を運ぶための回線交
換接続である。使用される主要信号伝達プロトコルは、ＲＡＮＡＰ（無線アクセスネット
ワークアプリケーション部）である。ＲＡＮＡＰプロトコルは、ＭＳＣ８３０またはＳＧ
ＳＮ８５０（以下でさらに詳細に定義される）となり得る、コアネットワーク８２１と、
ＵＴＲＡＮ８２０との間のＵＭＴＳ信号伝達で使用される。ＲＡＮＡＰプロトコルは、３
ＧＰＰ　ＴＳ　２５．４１３　Ｖ３．１１．１（２００２－０９）およびＴＳ　２５．４
１３　Ｖ５．７．０（２００４－０１）で定義される。
【０１７４】
　ネットワーク操作者により登録された全てのＵＥ８０２について、永久データ（ＵＥ８
０２のユーザのプロファイル等）ならびに一時データ（ＵＥ８０２の現在のロケーション
等）が、ホームロケーションレジストリ（ＨＬＲ）８３８に記憶される。ＵＥ８０２の音
声電話の場合、ＨＬＲ８３８は、ＵＥ８０２の現在のロケーションを決定するように問い
合わせられる。ＭＳＣ８３０のビジタロケーションレジスタ（Ｖｉｓｉｔｏｒ　Ｌｏｃａ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ／ＶＬＲ）８３６は、一群のロケーションアリアに関与して
おり、現在その責任エリアにある移動局のデータを記憶する。これは、より迅速なアクセ
スのために、ＨＬＲ８３８からＶＬＲ８３６に伝送された永久移動局データの複数部分を
含む。しかしながら、ＭＳＣ８３０のＶＬＲ８３６はまた、一時的識別等のローカルデー
タを割り当て、記憶してもよい。ＵＥ８０２はまた、ＨＬＲ８３８によるシステムアクセ
スで認証される。
【０１７５】
　パケットデータは、サービスＧＰＲＳサポートノード（Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＧＰＲＳ　Ｓ
ｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ／ＳＧＳＮ）８５０を通して経路指定される。ＳＧＳＮ８５０は
、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳネットワークにおけるＲＮＣとコアネットワークとの間のゲートウ
ェイであり、その地理的サービスエリア内でＵＥを往復するデータパケットの配信に関与
している。Ｉｕ－ＰＳインターフェース８４８は、ＲＮＣ８１０とＳＧＳＮ８５０との間
で使用され、ＵＴＲＡＮ８２０とコアデータネットワークとの間で（典型的には）データ
トラフィックおよび信号伝達を運ぶためのパケット交換接続である。使用される主要信号
伝達プロトコルは、ＲＡＮＡＰ（上記で説明される）である。
【０１７６】
　ＳＧＳＮ８５０は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（Ｇａｔｅｗａｙ　ＧＰＲＳ
　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ／ＧＧＳＮ）８６０と通信する。ＧＧＳＮ８６０は、ＵＭＴ
Ｓ／ＧＰＲＳネットワークと、インターネットまたはプライベートネットワーク等の他の
ネットワークとの間のインターフェースである。ＧＧＳＮ８６０は、Ｇｉインターフェー
ス上で公衆データネットワークＰＤＮ８７０に接続される。
【０１７７】
　当業者であれば、ワイヤレスネットワークは、おそらく、図８で明示的に示されていな
い他のネットワークを含む、他のシステムと接続されてもよいことを理解するであろう。
たとえ交換された実際のパケットデータがなくても、ネットワークは、通常、最低限でも
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、ある種類のページングおよびシステム情報を継続的に伝送する。ネットワークは多くの
部分から成るが、これらの部分は全て、ワイヤレスリンクにおいてある動作をもたらすよ
うに協働する。
【０１７８】
　図１１は、複数の同時パケットデータ通信サービスセッションに従ってＵＥの動作を表
す、概して１１０２で示される表現を図示する。ここでは、それぞれＰＤＰ１およびＰＤ
Ｐ２と指定される特定のＰＤＰコンテキストと関連付けられる、２つのパケットデータサ
ービスが、現在アクティブである。プロット１１０４は、第１のパケットデータサービス
に有効化されたＰＤＰコンテキストを表し、プロット１１０６は、第１のパケットデータ
サービスに割り当てられた無線リソースを表す。そして、プロット１１０８は、第２のパ
ケットデータサービスに有効化されたＰＤＰコンテキストを表し、プロット１１１２は、
第２のパケットデータサービスに割り当てられた無線リソースを表す。ＵＥは、セグメン
ト１１１４によって示されるサービス要求を介して、無線アクセスベアラ割当を要求する
。そして、ＵＥはまた、本開示の実施形態に従ってセグメント１１１６によって示される
、無線ベアラサービス解放も要求する。サービス要求および別個のサービスのためのサー
ビス解放は、相互とは無関係であり、すなわち、独立して生成される。図１１の例示的説
明図では、ＰＤＰコンテキストおよび関連ＰＤＰコンテキストに対する無線リソースは、
実質的に同時に割り当てられる。そして、無線リソース解放は、示されるように、ＵＥに
よる要求時に、またはＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）が無線リソースを解放す
ることを決定するときに、許可される。
【０１７９】
　無線リソース解放要求、または無線リソースを解放する他の決定に対応して、ネットワ
ークは、パケットデータサービスと関連付けられた無線リソースを選択的に解除する。無
線解放要求は、信号伝達接続全体ではなく、無線アクセスベアラごとに行われ、それによ
り、リソース割当の向上した粒度制御を可能にする。
【０１８０】
　例示的実装では、指定１１１８および１１２２によって示されるような１次サービスお
よび１つ以上の２次サービスとして、単一のパケットデータサービスをさらに形成可能で
ある。無線リソース解放は、無線リソース割当がもはや必要ではない、またはそうでなけ
れば解放されることが所望される、１つ以上の１次および２次サービスのどれかを識別す
るステップのさらなる許容である。それにより、効率的な無線リソース割当が提供される
。加えて、不必要な処理に割り当てられたであろうプロセッサ電力を、ここでは他の目的
でより良好に利用することができるため、ＵＥ上のプロセッサの最適な利用が提供される
。
【０１８１】
　図１２は、通信システム８００の部品、すなわち、複数の連続パケットデータサービス
セッションに関する本開示の実施形態に従って動作する、ＵＥ８０２および無線ネットワ
ークコントローラ（ＲＮＣ）／ＳＧＳＮ８１０／８５０を図示する。ＵＥは、装置１１２
６を含み、ＲＮＣ／ＳＧＳＮは、本開示の実施形態の装置１１２８を含む。装置１１２６
および１１２８を形成する要素は、処理回路ならびにハードウェアまたはファームウェア
実装によって実行可能なアルゴリズムを含む、任意の所望の方式で実装可能であると機能
的に表されている。装置１１２８の要素は、ＲＮＣ／ＳＧＳＮにおいて具体化されると表
されているが、他の実施では、他のネットワークロケーションにおいて他の場所で形成さ
れるか、または、２つ以上のネットワークロケーションにわたって分布させられる。
【０１８２】
　装置１１２６は、検出器１１３２および遷移指示送信機１１３４を含む。１つの例示的
実施では、要素１１３２および１１３４は、セッション管理層、例えば、ＵＥのＵＭＴＳ
の中で画定される非アクセス層（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ／ＮＡＳ）の層
において具体化される。
【０１８３】
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　別の例示的実装では、要素は、アクセス層（Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ／ＡＳ）の
副層において具体化される。ＡＳ副層において実装されると、要素は、１１３６で示され
る、接続マネージャの一部として実装される。このように実装されると、要素は、ＰＤＰ
コンテキスト動作またはアプリケーション層動作を認識する必要がない。
【０１８４】
　検出器は、パケット通信サービスと関連付けられた遷移指示を送信するように、決定が
行われるときを検出する。決定は、例えば、アプリケーション層または他の論理層で行わ
れ、セッション管理層およびそこで具体化される検出器に提供される。検出器によって行
われる検出の指示は、無線リソース解放指示送信機に提供される。送信機は、図１１に示
されたサービス解放要求１１１６を形成する遷移指示を生成し、ＵＥに遷移指示を送信さ
せる。
【０１８５】
　さらなる実装では、遷移指示は、必要に応じて、ここと上記とで説明される前述の原因
のうちのいずれか等の原因を含有する、原因フィールドを含み、または、原因フィールド
は、ＵＥを遷移させるよりもＵＥがネットワークを好む、好ましい状態を識別する。
【０１８６】
　ネットワークにおいて具体化される装置１１２８は、検査器１１４２および許可器１１
４４を含む。検査器は、そこで受信されると遷移指示を検査する。そして、遷移許可器１
１４４は、遷移指示で要求されたように、ＵＥを選択的に遷移させるように動作する。
【０１８７】
　信号伝達が無線リソース制御（ＲＲＣ）層で行われる実装では、ＳＧＳＮよりもむしろ
、無線ネットワークコントローラがＵＥの検査および遷移を行う。そして、それに対応し
て、ＵＥにおいて具体化される装置は、ＲＲＣ層で形成され、または、装置は、そうでな
ければ、生成された指示をＲＲＣレベルで送信させる。
【０１８８】
　例示的な制御フローでは、上位層は、必要に応じて、特定のＰＤＰコンテキストに割り
当てられる無線リソースがもはや必要ではないことを、ＮＡＳ／ＲＲＣ層に知らせる。Ｒ
ＲＣ層指示メッセージが、ネットワークに送信される。メッセージは、例えば、無線ネッ
トワークコントローラへのパケットデータサービスを識別する、ＲＡＢ　ＩＤまたはＲＢ
　ＩＤを含む。そして、それに応じて、無線ネットワークコントローラの動作は、ＵＥに
返信される無線リソース解放、無線リソース再構成、または無線リソース制御（ＲＲＣ）
接続解放メッセージを終了する決意をする手順を誘起する。ＲＮＣ手順は、例えば、３Ｇ
ＰＰ文書ＴＳ　２３．０６０第９．２．５項で定められる手順と同様または同等である。
ＲＡＢ　ＩＤは、例えば、関連ＰＤＰコンテキストを識別するネットワークサービスアク
セスポイント識別子（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ／ＮＳＡＰＩ）と同じであるＩＤとして、有利に利用され、アプリケ
ーション層は、概してＮＳＡＰＩを認識している。
【０１８９】
　具体的実施例では、ＲＲＣ層で形成され、またはそうでなければＲＲＣ層に提供され、
かつＲＲＣ層で送信される、無線リソース解放指示が、以下の関連情報とともに表される
。ＲＲＣ層で具体化されたときの指示はまた、例えば、無線リソース解放指示とも呼ばれ
る。
【０１９０】
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【表９】

　図１３は、図１１に示されたグラフ表示の一部に図式的に示されたもの等の、ＰＤＰコ
ンテキストと関連付けられた無線リソースの解放に従って生成される例示的信号伝達を表
す、概して１１３７で示される、メッセージシーケンス図を図示する。解放は、ＵＥによ
って、またはＲＮＣあるいは他のＵＴＲＡＮエンティティにおいて、開始される。例えば
、ＵＥにおいて開始されると、ＵＥは、ＵＴＲＡＮに無線リソース解放指示を送信する。
【０１９１】
　開始時に、セグメント１１３８によって示されるように、無線アクセスベアラ（ＲＡＢ
）解放要求がＲＮＣ／ＵＴＲＡＮによって生成および送信され、ＳＧＳＮに配信される。
それに応じて、セグメント１１４０によって示される、ＲＡＢ割当要求がＲＮＣ／ＵＴＲ
ＡＮに返信される。次いで、セグメント１１４２によって示されるように、ＵＥ８０２と
ＵＴＲＡＮとの間に延在する無線リソースが解放される。次いで、セグメント１１４４に
よって示されるように、応答が送信される。
【０１９２】
　図１４は、図１３に示されたメッセージシーケンス図と同様である、概して１１４７で
示される、メッセージシーケンス図を図示するが、ここでは、最終ＰＤＰコンテキストの
リソースが解放される。開始時に、ＲＮＣがＩｕ解放要求１１５０を生成し、ＳＧＳＮに
伝達され、それに対応して、ＳＧＳＮは、セグメント１１５２によって示される、Ｉｕ解
放コマンドを返信する。その後、セグメント１１５４によって示されるように、ＵＥとＵ
ＴＲＡＮとの間に形成される無線ベアラが解放される。そして、セグメント１１５６によ
って示されるように、ＲＮＣ／ＵＴＲＡＮは、ＳＧＳＮにＩｕ解放完了を返信する。
【０１９３】
　図１５は、ＰＤＰコンテキストに従って割り当てられる無線リソースを解放する本開示
の実施形態の過程を表す、概して１１６２で示される、方法フロー図を図示する。
【０１９４】
　ブロック１１６４によって示される、過程の開始後に、無線リソース解放指示が受信さ
れたかどうかに関して、決定ブロック１１６６によって示される、決定が行われる。受信
されていなければ、「いいえ」の分岐が終了ブロック１１６８に運ばれる。
【０１９５】
　もし、逆に、無線アクセスベアラ解放が要求されていれば、「はい」の分岐が決定ブロ
ック１１７２に運ばれる。決定ブロック１１７２では、解放される無線アクセスベアラが
解放される最終無線アクセスベアラであるかどうかに関して、決定が行われる。もしそう
でなければ、「いいえ」の分岐がブロック１１７８に運ばれ、好ましい状態が設定される
。次いで、図１３に示されたもの等の、または３ＧＰＰ文書第２３．０６０項の第９．２
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．５．１．１従属節で説明されるもの等の、無線アクセスベアラ解放手順が行われる。
【０１９６】
　逆に、ＲＡＢが最後に解放されるものであるという決定が決定ブロック１１７２におい
て行われた場合、「はい」の分岐がブロック１１８６に運ばれ、図１４に示されたもの等
の、または３ＧＰＰ文書第２３．０６０項の第９．２．５．１．２従属節で説明されるも
の等の、Ｉｕ解放手順が行われる。
【０１９７】
　図１６は、ＰＤＰコンテキストに従って割り当てられる無線リソースを解放する本開示
の実施形態の過程を表す、概して１１９２で示される、方法フロー図を図示する。
【０１９８】
　ブロック１１９４によって示される、過程の開始後に、解放するＲＡＢ（無線アクセス
ベアラ）があるかどうかに関して、決定ブロック１１９６によって示される決定が行われ
る。もしなければ、「いいえ」の分岐が終了ブロック１１９８に運ばれる。
【０１９９】
　もし、逆に、無線アクセスベアラ解放が要求されていれば、「はい」の分岐が決定ブロ
ック１２０２に運ばれる。決定ブロック１２０２では、解放される無線アクセスベアラが
解放される最終無線アクセスベアラであるかどうかに関して、決定が行われる。もしそう
でなければ、「いいえ」の分岐は、ＲＡＢが設定されるブロック１２０４、好ましい状態
が設定されるブロック１２０６、および、図１３に示されたもの等の、または３ＧＰＰ文
書第２３．０６０項の第９．２．５．１．１従属節で説明されるもの等の、無線アクセス
ベアラ解放手順が行われる、ブロック１２０８に運ばれる。
【０２００】
　逆に、ＲＡＢが最後に解放されるものであるという決定が決定ブロック１２０２におい
て行われた場合、「はい」の分岐がブロック１２１２に運ばれ、ドメインがＰＳ（パケッ
ト交換）に設定される。次いで、ブロック１２１４によって示されるように、解放原因が
設定される。そして、ブロック１２１６によって示されるように、信号伝達接続解放指示
がＤＣＣＨ上で設定される。図１４に示されたもの等の、または３ＧＰＰ文書第２３．０
６０項の第９．２．５．１．２従属節で説明されるもの等の、Ｉｕ解放手順が行われる。
【０２０１】
　図１７は、本開示の実施形態の操作の方法を表す、概して１２２４で示される方法を図
示する。方法は、第１のパケットサービスおよび第２のパケットサービスの同時実行を提
供する、無線通信システムにおける無線リソースの効率的な利用を促進する。第１に、ブ
ロック１２２６によって示されるように、第１のパケットサービスおよび第２のパケット
サービスのうちの選択されたパケットサービスと関連付けられた無線リソースを解放する
選択の検出が行われる。次いで、ブロック１２２８によって示されるように、無線リソー
スを解放する選択の検出に対応して、無線リソース解放指示が送信される。
【０２０２】
　次いで、ブロック１２１２では、無線リソース解放指示が検査され、次いで、ブロック
１２１４では、無線ベアラの解放の付与が選択的に許可される。
【０２０３】
　さらなる実施形態では、ネットワークは、ユーザ機器または別のネットワーク要素から
の指示の受信と、ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルとの両方に基づいて、遷
移を開始してもよい。
【０２０４】
　ユーザ機器またはネットワーク要素から受信されるような指示は、上記で説明される異
なる遷移指示のうちのいずれかとなり得る。指示は、受動的となり得るため、単に、あま
りバッテリ集約的ではない無線状態になるべきであるという空白指示となり得る。代替と
して、指示は、おそらく、経時的に、または多数の受信された指示にわたって、ネットワ
ークが決定する、ＵＥから送信された定期的な指示の一部、およびあまりバッテリまたは
無線リソース集約的ではない無線状態になるべきであるというＵＥの無線リソースプロフ
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ァイルとなり得る。代替として、指示は、動的となり得て、遷移する好ましい状態または
モードについてネットワーク要素に情報を提供することができる。上記とどうように、指
示は、指示の原因（例えば、正常または異常）を含有することができる。さらなる実施形
態では、指示は、異なる状態またはモードに遷移する能力についてユーザ機器が的確であ
るという確率、または指示を誘起するアプリケーションについての情報等の、無線リソー
スプロファイルについて他の情報を提供することができる。
【０２０５】
　別のネットワーク要素からの指示は、例えば、メディアまたはプッシュ・トゥ・トーク
ネットワークエンティティからの指示を含むことができる。この実施例では、指示は、ト
ラッフィク条件が許容するときに遷移に関与しているネットワークエンティティ（例えば
、ＵＴＲＡＮ）に送信される。この第２のネットワークエンティティは、インターネット
プロトコル（ＩＰ）レベルでトラフィックを見て、遷移指示を送信するかどうか、および
いつ送信するかを決定することができる。
【０２０６】
　さらなる実施形態では、ＵＥまたは第２のネットワーク要素からの指示は、明示的より
もむしろ暗示的となり得る。例えば、遷移指示は、アウトバウンドトラフィック測定値に
ついてのデバイス状態報告から、遷移に関与しているネットワーク要素（例えば、ＵＴＲ
ＡＮ）によって暗示されてもよい。具体的には、状態報告は、いずれのアウトバウンドデ
ータも存在しなければ、暗示的な指示として解釈され得る、無線リンクバッファ状態を含
むことができる。そのような状態報告は、単独では何も要求または指示しないＵＥから繰
り返し送信することができる、測定値となり得る。
【０２０７】
　したがって、指示は、任意の信号となり得て、ユーザ機器のアプリケーションおよび無
線リソースの全てに関する情報を提供する、アプリケーションベースの指示、無線リソー
スベースの指示、または複合指示となり得る。上記は、特定の指示に限定的となるように
意図されておらず、当業者であれば、本方法および開示とともに任意の指示を使用できる
ことを理解するであろう。
【０２０８】
　ここで、図１８を参照する。過程は、ステップ１８０１から開始し、ネットワーク要素
が指示を受信するステップ１８１０に進む。
【０２０９】
　いったんネットワークがステップ１８１０で指示を受信すると、過程は、ユーザ機器に
対する無線リソースプロファイルがチェックされる、ステップ１８２０に進む。
【０２１０】
　本明細書で使用される場合、「無線リソースプロファイル」という用語は、ネットワー
ク要素の要件に応じて、種々の状況に該当し得る広義語となるように意図されている。広
義語では、無線リソースプロファイルは、ユーザ機器によって利用される無線リソースに
ついての情報を含む。
【０２１１】
　無線リソースプロファイルは、静的プロファイル要素および動的または交渉型プロファ
イル要素のいずれか一方または両方を含むことができる。そのような要素は、遷移プロフ
ァイル内にあるか、または遷移プロファイルから離れている、無線リソースプロファイル
の一部となり得て、かつ交渉型または静的となり得る、「時間窓あたりの阻止期間および
／または最大指示／要求メッセージ」値を含むことができる。
【０２１２】
　静的プロファイル要素は、無線リソース（例えば、ＲＡＢまたはＲＢ）のサービスの質
、ＰＤＰコンテキスト、ネットワークが知っているＡＰＮ、および加入者プロファイルの
うちの１つ以上を含む。
【０２１３】
　当業者によって理解されるように、サービスの質の種々のレベルが、無線リソースにつ
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いて存在することができ、サービスの質のレベルは、異なる状態またはモードに遷移する
かどうかについて、ネットワークに情報を提供することができる。したがって、サービス
の質がバックグラウンドであれば、ネットワーク要素は、サービスの質が双方向に設定さ
れた場合よりも容易に、アイドルに遷移することを考慮してもよい。さらに、複数の無線
リソースが同じサービスの質を有する場合、これは、モバイルデバイスをより好適な状態
またはモードに遷移させるか、または無線リソースを解除するかどうかについて、ネット
ワークに指示を提供することができる。いくつかの実施形態では、１次または２次ＰＤＰ
コンテキストは、異なるサービスの質を有することができ、それはまた、状態／モード遷
移を行うかどうかについての決定にも影響を及ぼし得る。
【０２１４】
　さらに、ＡＰＮは、ネットワークに、ＰＤＰコンテキストが利用する典型的サービスに
ついての情報を提供することができる。例えば、ＡＰＮがｘｙｚ．ｃｏｍであれば、その
場合、ｘｙｚ．ｃｏｍは、典型的にはＥメール等のデータサービスの提供に使用され、こ
れは、異なる状態またはモードを遷移するか否かについて、ネットワークに指示を提供す
ることができる。これはさらに、ルーティング特性を示すことができる。
【０２１５】
　具体的には、本方法および装置は、種々の状態間で遷移プロファイルを設定するために
、ＵＥによって特定されるアクセスポイント名（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ　Ｎａｍｅ／
ＡＰＮ）を利用することができる。これは、ＵＥの加入を説明する別の方法であってもよ
い。理解されるように、ホームロケーションレジスタ（Ｈｏｍｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒ
ｅｇｉｓｔｅｒ／ＨＬＲ）が、加入者についての関連情報を記憶してもよく、無線ネット
ワークコントローラ（ＲＮＣ）にＵＥの加入を提供することができる。加入情報を中央で
記憶するために、他のネットワークエンティティも使用することができる。ＨＬＲを使用
しても、または他のネットワークエンティティを使用しても、情報は、好ましくは、加入
者情報をデータ交換中に使用される関連物理パラメータにマップする、ＲＮＣおよびＳＧ
ＳＮ等の他のネットワーク構成要素にプッシュ配信される。
【０２１６】
　ＵＴＲＡＮは、種々のＡＰＮまたはＱｏＳパラメータを特定の遷移プロファイルに結び
付けることができる、データベースまたはテーブルへのアクセスを含むか、または有する
ことができる。したがって、ＵＥが常時オンデバイスである場合、これはＡＰＮから明白
となり、そのＡＰＮに対する適切な遷移プロファイルは、無線リソースプロファイルの一
部としてＵＴＲＡＮで記憶することができ、または、ＵＴＲＡＮによって遠隔でアクセス
可能となり得る。同様に、ＱｏＳまたはＱｏＳパラメータの一部分が使用されるか、また
は専用メッセージがプロファイルとともに送信される場合、これは、データベースクエリ
またはテーブルの参照に基づいて、特定の遷移プロファイルが所望されることをＵＴＲＡ
Ｎに知らせることができる。加えて、ＲＲＣ接続状態遷移プロファイルを越えた数多くの
動作を、この手段によって特定することができる。これらは、以下を含むが、それらに限
定されない。
速度適応アルゴリズム（ステップの周期性／ステップサイズ）、
初期許可無線ベアラ、
最大許可無線ベアラ、
呼設定時間の最小限化（トラフィック量測定等の不必要なステップの回避）、および
無線（ａｉｒ）インターフェース（ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥ／ＵＭＴＳ／ＨＳＤＰＡ／ＨＳＵ
ＰＡ／ＬＴＥ）。
【０２１７】
　さらに、１次コンテキスト、２次コンテキスト等の、異なるＱｏＳ要件を有するが、同
じＡＰＮ　ＩＰアドレスを共有する、複数のＰＤＰコンテキストがある場合、異なる遷移
プロファイルを各コンテキストに使用することができる。これは、ＱｏＳまたは専用メッ
セージを通してＵＴＲＡＮに信号伝達することができる。
【０２１８】
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　複数のアクティブＰＤＰコンテキストが同時に利用される場合、コンテキスト間の最小
公分母を使用することができる。ＲＲＣ状態遷移については、１つのアプリケーションが
、システムが早急にＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＰＣＨまたはアイドル状態にな
る、遷移プロファイルと関連付けられる第１のＰＤＰコンテキストと、システムがより長
くＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にとどまるものである、遷移プロファイルと関連付けられる第２
のＰＤＰコンテキストとを有する場合、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態がより長く維持される第２
のプロファイルが、第１のプロファイルに優先する。
【０２１９】
　当業者によって理解されるように、最小公分母は、２つの異なる方法で考慮することが
できる。本明細書で使用されるような最小公分母は、異なる状態に遷移する前に必要とさ
れる最長の時間を暗示する。第１の実施形態では、最小公分母は、有効化されたＰＤＰの
中の最小のものであってもよい。代替実施形態では、最小公分母は、実際にアクティブ無
線リソースを有するＰＤＰの中の最小のものであってもよい。無線リソースは、多数の異
なる様式で多重化することができるが、最終結果は同じである。
【０２２０】
　そのような方法の例示的な事例は、常時オンデバイスについて描くことができる。説明
されるように、種々のＡＰＮまたはＱｏＳパラメータは、常時オンに対する特定の動作に
結び付けることができる。「常時オン」プロファイルに基づいて望ましくてもよい、最初
に許可された無線リソースを考慮されたい。ここで、ネットワークは、データバーストが
、Ｅメール等の常時オンアプリケーションについて短く集中的であることを「知る」手段
を有する。当業者にとって、この情報を考慮すると、ネットワーク上のトランキング効率
のためにコード空間を節約する誘因がないことが明確に分かる。したがって、他のユーザ
のために十分なコード空間を取っておかないという危険性がほとんどなく、最大速度が常
時オンデバイスに割り当てられてもよい。加えて、ＵＥは、より急速にデータを受信する
恩恵を受け、また、より短い「オン時間」により、バッテリ寿命を節約する。再度、当業
者にとって、データ転送速度にかかわらず、電力増幅器が完全にバイアスされるため、高
データ転送速度は電流引き込みにほとんど影響を及ぼさない。
【０２２１】
　上記の実施形態では、ＵＥに対する所与のＲＲＣ接続のために、異なるアプリケーショ
ンについて割り当てられる無線リソースに対するリソース制御プロファイルを決定するた
めに、ＵＴＲＡＮによって参照テーブルを使用することができる。ＲＮＣが、利用可能な
より最新式のトラフィックリソース（すなわち、許可することができるデータ転送速度）
を有するため、プロファイルは、ユーザ加入に基づき、ＨＬＲ等のネットワークエンティ
ティにおいて、または代替としてＲＮＣにおいて、ネットワーク側に記憶することができ
る。より高速のデータ転送速度を達成することができる場合、より短いタイムアウトが可
能であってもよい。
【０２２２】
　ＡＰＮの代わりに、パケットデータプロトコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ／ＰＤＰ）コンテキスト活性化または修正ＰＤＰコンテキストにおいて設定される
サービスの質（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ／ＱｏＳ）パラメータ等の、他の
代替案を使用することができる。ＱｏＳフィールドはさらに、同じＡＰＮを共有する複数
のＰＤＰコンテキスト、または遷移プロファイルを設定する加入プロファイルの場合に、
ＱｏＳ「割当保持優先順位（トラフィックデータ量を推測するために、サービスデータ単
位を使用することができる）」を含むことができる。さらなる代替案は、リソース制御プ
ロファイルを信号伝達する上記の指示メッセージ等の専用メッセージ、および時間窓あた
りの阻止期間および／または最大指示／要求メッセージ値等の情報を含む。
【０２２３】
　無線リソースプロファイルに含まれる遷移プロファイルはさらに、アプリケーションの
種類に基づいて、ＵＥの状態を全く遷移させるべきかどうかを含むことができる。具体的
には、ユーザ機器がデータモデムとして使用されている場合、遷移指示が送信されないよ
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うに、選好がユーザ機器上で設定されてもよく、または、選好の知識がネットワークにお
いて維持される場合、データモデムとして使用されている間にＵＥから受信される任意の
遷移指示は、無視されるべきである。したがって、ユーザ機器上で実行されているアプリ
ケーションの性質を、無線リソースプロファイルの一部として使用することができる。
【０２２４】
　遷移プロファイルのさらなるパラメータは、遷移の種類を伴うことができる。具体的に
は、ＵＭＴＳネットワークにおいて、ユーザ機器は、種々の理由で、アイドル状態になる
よりもむしろＣｅｌｌ＿ＰＣＨ状態になることを好んでもよい。１つの理由は、データが
送信または受信される必要がある場合に、ＵＥがより早急にＣｅｌｌ＿ＤＣＨ状態に接続
する必要があり、したがって、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態になることは、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状
態への早急な遷移を依然として提供しながら、いくつかのネットワーク信号伝達およびバ
ッテリリソースを節約するという点となり得る。上記は、非ＵＭＴＳネットワークで同等
に適用可能であり、種々の接続状態とアイドル状態との間の遷移プロファイルを提供して
もよい。
【０２２５】
　遷移プロファイルはまた、時間窓あたりの阻止期間および／または最大指示／要求メッ
セージ、遅延タイマ、および非活動タイマを含むが、それらに限定されない、種々のタイ
マを含んでもよい。遅延タイマは、新規状態またはモードに遷移する前にネットワーク要
素が待つ期間を提供する。理解されるように、たとえアプリケーションが特定の期間にわ
たって活動していなくても、さらなるデータがアプリケーションから受信または伝送され
ないことを確実にするために、遅延が有益であってもよい。非活動タイマは、データがプ
リケーションによって受信または送信されない所定の期間を測定することができる。非活
動タイマが期限切れになる前にデータが受信された場合、典型的には、非活動タイマはリ
セットされる。いったん非活動タイマが期限切れになると、ユーザ機器は、ネットワーク
にステップ１８１０の指示を送信してもよい。代替として、ユーザ機器は、ステップ１８
１０の指示を送信する前に、遅延タイマについて定義される期間等の、ある期間にわたっ
て待ってもよい。
【０２２６】
　さらに、遅延タイマ、または時間窓あたりの阻止期間および／または最大指示／要求メ
ッセージは、ネットワーク要素に提供されるプロファイルに基づいて変動することができ
る。したがって、異なるモードまたは状態への遷移を要求したアプリケーションが、Ｅメ
ールアプリケーション等の第１の種類のアプリケーションである場合、ネットワーク要素
上の遅延タイマを第１の遅延時間に設定することができ、一方で、アプリケーションが、
インスタントメッセージングアプリケーション等の第２の種類である場合、遅延タイマを
第２の値に設定することができる。時間窓あたりの阻止期間および／または最大指示／要
求メッセージ、遅延タイマ、または非活動タイマの値はまた、特定のＰＤＰに利用される
ＡＰＮに基づいて、ネットワークによって導出することもできる。
【０２２７】
　当業者によって理解されるように、非活動タイマは、同様に、利用されるアプリケーシ
ョンに基づいて変動することができる。したがって、Ｅメールアプリケーションが別個の
メッセージを予期しており、その後にデータを受信しない場合があるため、Ｅメールアプ
リケーションは、ブラウザアプリケーションよりも短い非活動タイマを有してもよい。逆
に、ブラウザアプリケーションは、より長い遅延後でさえもデータを利用し、したがって
、より長い非活動タイマを必要としてもよい。
【０２２８】
　遷移プロファイルはさらに、ユーザ機器が正しく遷移を要求している確率を含んでもよ
い。これは、特定のユーザ機器またはユーザ機器上のアプリケーションの正確率について
まとめられた統計に基づくことができる。
【０２２９】
　遷移プロファイルはさらに、種々の不連続受信（ＤＲＸ）時間値を含んでもよい。さら
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に、ＤＲＸ時間に対する進行プロファイルを、遷移プロファイルの中で提供することがで
きる。
【０２３０】
　遷移プロファイルは、アプリケーションごとに定義することができるか、または、ユー
ザ機器上の種々のアプリケーションの複合物となり得る。
【０２３１】
　当業者によって理解されるように、遷移プロファイルは、無線リソースが割り当てられ
ると動的に作成または修正することができ、加入、ＰＳ登録、ＰＤＰ有効化、ＲＡＢまた
はＲＢ有効化の状態で終了するか、またはＰＤＰあるいはＲＡＢ／ＲＢについてオンザフ
ライで変更することができる。遷移プロファイルはまた、ステップ１８１０の指示の一部
にもなり得る。この場合、ネットワークは、好ましいＲＲＣ状態指示を考慮して、遷移を
可能にするかどうか、およびどの状態／モードにするかを決定してもよい。修正は、とり
わけ、利用可能なネットワークリソース、トラフィックパターンに基づいて生じることが
できる。
【０２３２】
　したがって、無線リソースプロファイルは、静的および／または動的フィールドから成
る。特定のネットワークによって使用される無線リソースプロファイルは、他のネットワ
ークと異なってもよく、上記の説明は、本方法およびシステムを限定するように意図され
ていない。具体的には、無線リソースプロファイルは、上記で説明される種々の要素を含
み、かつ除外することができる。例えば、場合によっては、無線リソースプロファイルは
、単に、特定の無線リソースのサービスの質を含み、他の情報を含まない。他の場合にお
いては、無線リソースプロファイルは、遷移プロファイルのみを含む。依然として他の場
合においては、無線リソースプロファイルは、とりわけ、サービスの質、ＡＰＮ、ＰＤＰ
コンテキスト、遷移プロファイルの全てを含む。
【０２３３】
　随意で、無線リソースプロファイルに加えて、ネットワーク要素はまた、不必要な遷移
を回避するために防護対策を利用することもできる。そのような防護対策は、所定期間に
受信される指示の数、受信される指示の総数、トラフィックパターン、および履歴データ
を含むことができるが、それらに限定されない。
【０２３４】
　所定期間に受信される指示の数は、遷移が発生するべきではないことをネットワークに
示すことができる。したがって、ユーザ機器が、例えば、３０秒の期間内に５つの指示を
送信した場合、ネットワークは、指示を無視し、遷移を行うべきではないと考慮してもよ
い。代替として、ネットワークは、無期限に、または、ある構成された期間あるいは所定
の期間にわたって、さらなる指示を送信すべきではないことをＵＥに示すことを決定して
もよい。これは、ＵＥ上のいずれの「時間窓あたりの阻止期間および／または最大指示／
要求メッセージ」とも無関係となり得る。
【０２３５】
　さらに、ＵＥは、構成された期間、所定の期間、交渉された期間にわたって、さらなる
指示を送信しないように構成することができる。ＵＥ構成は、上記で説明されるネットワ
ーク側の防護対策を除くことができる。
【０２３６】
　トラフィックパターンおよび履歴データは、遷移が発生すべきではないという指示をネ
ットワークに提供することができる。例えば、ユーザが過去に月曜から金曜の午前８：３
０から８：３５の間に有意量のデータを受信していた場合、指示が木曜の午前８：３２に
受信されると、さらなるデータが午前８：３５よりも前にあり得るため、ネットワークは
、ユーザ機器を遷移するべきではないと決定してもよい。
【０２３７】
　複数の無線リソースがユーザ機器について割り当てられる場合、ネットワークは、ユー
ザ機器に対する完全無線リソースプロファイルを考慮する必要があってもよい。この場合
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、ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルを検査することができ、複合遷移決定を
行うことができる。１つまたは複数の無線リソースの無線リソースプロファイルに基づい
て、ネットワークは、遷移が行われるべきか否かを決定することができる。
【０２３８】
　一実施形態では、ネットワークは、ステップ１８１０で指示を受信したとき、およびス
テップ１８２０で１つまたは複数の無線リソースプロファイルを検査したときに、どのよ
うに進むかについて複数の選択肢を有する。
【０２３９】
　第１の選択肢は、何もしないことである。ネットワークは、遷移が保証されないことを
決定し、したがって、遷移するユーザ機器指示を受け入れなくてもよい。当業者によって
理解されるように、状態が変更されないため、具体的には、遷移が誘起されないため、何
もしないことにより、ネットワーク信号伝達を節約する。
【０２４０】
　第２の選択肢は、デバイスの状態を変化させることである。例えば、ＵＭＴＳネットワ
ークでは、デバイスの状態は、Ｃｅｌｌ＿ＤＣＨからＣｅｌｌ＿ＰＣＨに変化してもよい
。非ＵＭＴＳネットワークでは、状態遷移は、接続状態の間で発生してもよい。当業者に
よって理解されるように、状態を変化させることにより、アイドルモードへの遷移と比較
すると、コアネットワーク信号伝達の量が低減する。Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨ状態が専用チャネ
ルを必要としないため、状態を変化させることにより、無線リソースを節約することもで
きる。また、Ｃｅｌｌ＿ＰＣＨは、あまりバッテリ集約的ではない状態であり、ＵＥがバ
ッテリ電力を保存することを可能にする。
【０２４１】
　ネットワークの第３の選択肢は、ＵＥを同じ状態で保つが、特定のＡＰＮまたはＰＤＰ
コンテキストと関連付けられた無線リソースを解放することである。接続がその現在の状
態で維持され、再確立されることを必要としないため、このアプローチは、無線リソース
および信号伝達を節約する。しかしながら、ＵＥバッテリ寿命が懸念である状態にとって
は、あまり好適ではない場合がある。
【０２４２】
　ネットワークの第４の選択肢は、ＵＥをアイドルモードに遷移させることである。特に
、ＵＭＴＳおよび非ＵＭＴＳの両方では、ネットワークは、接続モードからアイドルモー
ドになってもよい。理解されるように、全く接続が維持されないため、これは無線リソー
スを節約する。それはさらに、ユーザ機器上のバッテリ寿命を節約する。しかしながら、
接続を再確立するために、より大量のコアネットワーク信号伝達が必要とされる。
【０２４３】
　ネットワークの第５の選択肢は、データ転送速度割当を変更することであり、それは、
無線リソースを節約し、典型的には、より多くのユーザがネットワークを利用できるよう
にする。
【０２４４】
　他の選択肢が、当業者にとって明白となるであろう。
【０２４５】
　５つの選択肢のうちのどれを利用するかについてのネットワークの決定は、ネットワー
クによって異なる。いくつかの過負荷ネットワークは、無線リソースを保存することを好
んでもよく、したがって、上記の第３、第４、または第５の選択肢を選択してもよい。他
のネットワークは、信号伝達を最小限化することを好み、したがって、上記の第１または
第２の選択肢を選択してもよい。
【０２４６】
　決定は図１８のステップ１８３０で示され、ユーザ機器に対する無線リソースプロファ
イルとともに、ネットワーク選好に基づいてもよい。決定は、ユーザ機器が、別の状態、
例えば、あまりバッテリ集約的ではない状態に遷移したいという、ユーザ機器からの指示
を受信する、ネットワークによって誘起される。
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　ここで、図１９を参照する。図１９は、上記の図１８に示された決定を行うように適合
される、簡略化したネットワーク要素を図示する。ネットワーク要素１９１０は、ユーザ
機器と通信するように適合される、通信サブシステム１９２０を含む。当業者によって理
解されるように、通信サブシステム１９２０は、ユーザ機器と直接通信する必要がなく、
ユーザ機器を往復する通信のための通信経路の一部となり得る。
【０２４８】
　ネットワーク要素１９１０はさらに、プロセッサ１９３０および記憶部１９４０を含む
ことができる。記憶部１９４０は、ネットワーク要素１９１０によってサービス提供され
ている各ユーザ機器に対する、事前構成された、または静的な無線リソースプロファイル
を記憶するように構成される。プロセッサ１９３０は、通信サブシステム１９２０による
指示の受信時に、ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルを考慮するように、およ
びユーザ機器の遷移に関するネットワークアクションを決定するように適合される。当業
者によって理解されるように、通信サブシステム１９２０によって受信される指示はさら
に、ユーザ機器に対する無線リソースプロファイルの一部分または全てを含むことができ
、それは次いで、任意の遷移に関するネットワーク決定を行うために、プロセッサ１９３
０によって利用される。
【０２４９】
　したがって、上記に基づいて、ネットワーク要素は、遷移が順序正しいかもしれない（
例えば、データ交換が完了したとき、および／またはＵＥにおいてさらなるデータが見込
まれない等）という、ユーザ機器からの指示を受信する。この指示に基づいて、ネットワ
ーク要素は、静的および動的プロファイル要素の両方を含むことができる、ユーザ機器の
無線リソースプロファイルをチェックする。ネットワーク要素はさらに、不必要な遷移が
発生していないことを確実にするように、防護対策をチェックしてもよい。このチェック
に基づいて、次いで、ネットワーク要素は、何もしないこと、または異なるモードあるい
は状態に遷移すること、または無線リソースを解除することを決定することができる。理
解されるように、これは、ネットワークに、その無線リソースのさらなる制御を提供し、
単なるユーザ機器選好よりもむしろネットワーク選好に基づいて、ネットワークが遷移決
定を構成することを可能にする。さらに、場合によっては、ネットワークは、遷移するか
どうかに関して、デバイスよりも多くの情報を有する。例えば、ユーザ機器には、アップ
ストリーム通信の知識があり、これに基づいて、接続が解除されてもよいことを決定して
もよい。しかしながら、ネットワークは、ユーザ機器に対するダウンストリーム通信を受
信しており、したがって、接続を解除できないことを自覚している場合がある。この場合
、近い将来に、いずれのデータもユーザ機器について受信されないという、さらなる確信
を持って、ネットワークを提供するために、遅延タイマを使用して遅延を導入することも
できる。
【０２５０】
　本明細書で説明される実施形態は、本開示の技法の要素に対応する要素を有する、構造
、システム、または方法の実施例である。この書面による説明は、当業者が、同様に本開
示の技法の要素に対応する代替要素を有する実施形態を作製および使用することを可能に
してもよい。したがって、本開示の技法の対象とする範囲は、本明細書で説明されるよう
な本開示の技法と異ならない、他の構造、システム、または方法を含み、さらに、本明細
書で説明されるような本開示の技法とごくわずかに異なる、他の構造、システム、または
方法を含む。
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